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刊行のことば

本書は，昭和48年度における研究および事業の経過について述べたもので

ある。

48年度に刊行したものは次のとおりである。

　　　　日本欝語地図（6＞（報告30一　6）

　　　電子計算機による国語研究（vr）（報告51）

　　　地域社会の言語生活（報告52）

　　　書語使用の変遷（報＄53）

　　　舞嚢安愚楽鍋用語索引（資料集9）

　　　　ことばの研究第4集（論集4）

　　　ことばの研究第5集（論集5）

　　　国立国語研究所年報L－24一（昭鵜47年度）

　　　国語年鑑（昭和48年版）

録召禾灯49年6月

国立国語研究所長

　　岩　淵　悦　太　郎
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昭和48年度の調査研究のあらまし

本年度の研究項脅および分担は次のとおりである。

　（11境代語の文法の研究一文体と文法との関係一

　（2）全国方言文法の対比研究

　（3）発音過程に関する研究

　（4）図彩および文字の知覚および認識機構の研究

　（5）語彙論上の諸問題に関する調査・研究

　（6）R本圃語地図作成のための研究

一作図ならびに検証調査一

（7）所属集団の差異による言語行動の比較研究

（8＞現代児童・生徒の言語能力の動態調査

（9）就学前児童の言語能力に関する全国調査

⑩　言語の表現機能と伝達効果の研究

⑳　明治時代語の研究

一明治初期における漢語の研究一

⑫　電子計算機による言語処理に関する基礎的研究

⑬　漱石・鴎外の用語の研究

㈹　社会構造と言語の関係についての基礎的研究

㈲　各地方言親族語彙の書語社会学的研究

⑯　現代語の表記法に関する研究

　　　一新聞語彙調査に伴う漢宇および表記の研究一

⑰　電子計算機による語彙調査

　　　　　　　　　　　　　一新聞を資料とする一

⑱　国語および国語間題に関する情報の収集・整理

話しことば研究室

話しことば研究室

話しことば研究室

言舌しことば研究室

書きことば研究室

地方言語研究室

地方独語研究室

国語教育研究室

国言吾教育研　究　室

言語効果研究室

近代語研究室

第一資料研究室

第一資料研究室

第二資料研究室

第二資料研究室

第三資料研究室

鷺語計量調査室

（1）現代語の文法の研究一文体と文法との関係一一一

　　　　　　　　　　　　　　一　1　一

t■苣E表現をとりあげ，



　言語形式と比喩的転換の性格とを規準として分類整理を行う。文学作品か

　ら採集した比喩表現例を，比喩であることのわかり方の違いによって3分

　類し，それぞれを表現形式の言語的性格に基づいて小分類する。本年度

　は，報告書にするためのデータづくりとその整備を進めた。

（2）全国方言文法の対比研究……昭湘41年度から3年問にわたって行った金

　国方言の文法に関する調査の結果について整理を進める一方，44年度から

　の5か年間に史的価値の高い方言の録音とテキスト化を，各地の研究者の

　協力を得て行った。悶時に，それら方言の文法についての記述的な研究を

　進めた。

（3｝発音過程に関する研究……前年度に引き続き，日本語の種々の音声を発

　音する時の音声器官の運動を，X線映画フィルムによって分析したほか，

　音韻論の理論的な研究，発音指導の方法についての研究などを行った。

（4｝図形および文字の知覚および認識機構の研究……本年度は7年計画の第

　2年忌として，文献上の調査のほか，眼球運動の測定装置，反応時間の測

　定装置などの，実験研究に必要な機器を整えた。

（5）語彙論上の諸素心に関する調査・研究……かなり同義的な類義語の数十

　組について，どう違うか，ふつうどの語を使うか，どの語を好むかなどを，

　質問紙により，中年層について東京と大阪で調査集計した。また，前年度

　の老人層と青年層の調査結果を合わせて，全体について集計・分析を始め

　た。

（6｝呂本言語地図作成のための研究一作図ならびに検証調査一……「E本書

　語地図』第6集（最終巻）を刊行した。検証調査は，都合により行わなか

　つた。来年度には，この研究の収束作業が行われる。

（7）所属集団の差異による雷語行動の比較研究……『地域社会の言語生活一

　鶴岡市における20年前との比較一』（報告52）をまとめ，刊行した。別に，

　鶴岡市で事例調査，アクセントの調査を行った。

（8）現代児童・生徒の言語能力の動態調査……現代児童・生徒の言語能力を

　主として文章表現力の動態を明らかにすることを目的とした3か年の継続

　　　　　　　　　　　　　　　一　2　一



　調査である。本年度は最終年次にあたり，小学校6年忌約700名を対象に

　して文章表現力調査，表現行動調査，作文指導法調査を実施した。一方，

　中学校調査は前年度の本調査に続いて補充調査を実施した。

｛9）就学前児童の言語能力に間する全国調査……昭和42年度よ9着手し，以

　後引き続き継続してきた諸調査のうち，本年度は文法・コミュニケ～ショ

　ン能力調査の補充調査を完了し，報告書作成のための集計分析を行った。

鋤　言語の表現機能と伝達効果の研究……本年度も前年度に引き続き，　「文

　の形成過程に現われる伝達機能の発達の研究」を行った。今年度は，複文

　構成の問題の研究と，形態論的，連語論的な分析を進めた。

（11）明治時代語の研究一明治初期における漢語の研究一……明治初期の各種

　文献に現われた漢語の実態を明らかにするため，翻訳小説『欧州奇事花柳

　春蚕』（漢文直訳体）と『通俗花御春話』（和文体）とについて語彙表を作成

　し，両作品に現われた漢語の分析を進めた。また，参考資料として作成し

　た『安絃楽鍋用語索引誰を刊行するとともに，近代語研究資料の調査を行

　い，資料9録．r国立国語研究所蔵明治文魔目録：（付）逐次刊行物明治期日

　録』を作成し，印面した。

綱　電子計算機による言語処理に関する基礎的研究……用語検索のシステム

　を作成し，新聞語彙調査データをはじめ，各種の入力データについて，単

　語単位，文節単位，さらにはセンテンス単泣の，多様な検索結果を得て，

　雷語情報処理の基礎的な研究を行うことを目ざしている。また，目本語デ

　ータの性格を把握するため，文字連続の統計的調査や，語句の連接形態の

　研究を進めている。

〈B）漱石・鴎外の用語の霊位……電子計算機によって，漱石・鴎外の作品の

　索引を作成するとともに，その分析を行うもので，現在，諸作品のかたか

　なによる索引と，漢字プリンターを使用した漢字かなまじり文による索引

　とを作成している。すでに索引ファイル（磁気テープ）の完成したものは

　『三四郎』il高瀬舟』『寒霞拾得∬『硝子戸の中』『行人毒『雁』の6作品で，

　現在作成作業中のものは『青年』『山椒大夫』『坊ちゃん』『草枕』『魚鳥抽

　　　　　　　　　　　　　　　一　3　一



　斎誰の5作品である。

㈱　社会構造と言語の関係についての基礎的研究……福昆県北部地域におけ

　る，これまでの調査の整理を行った。面接調査の結果について一往の分析

　を行い，『三二使用の変遷一福島県北部地域の調査一』（報篶53）を刊行し

　た。

㈲　各地方言親族語彙の欝語社会学的研究……：金国各地の方言集・方書辞典

　・民俗誌・村落調査報告書その他の文献から方言の親族語とその意味用法

　に回する記述の部分を転写採集し，分類整理をした。また，島根県隠岐郡

　西ノ島町と千葉県長生郡一宮町の2地点で臨地調査をした。

⑯　現代語の表記法に関する研究一i新聞語彙調査に伴う漢字および表記の研

　究一……新聞語彙調査の漢字表記の実態を明らかにするため，漢字表記語

　台帳を作成し，漢字表作成のための作業を行った。また，かな書き語につ

　いても，かな表記語の一覧褒の作成を進めた。

⑰　電子計算機による語彙調査一新聞を資料とする一……この調査で得られ

　たデータの一部にっき岡語異語の判別を行い，音素連続の品詞別分析，動

　詞用法の分析記述：などを行った。

⑱　国語および国語問題に関する情報の駅集・整理……例年の通り新聞・雑

　誌・単行本について調査し，『国語年鑑の資料として整理した。

　なお，上記の研究のほかに，文部省科学研究費補助金の交付を受けて，以

下の研究を行った。

　一般研究（B）電子計算機による総合語彙表作成のための基礎的研究（代

表　岩淵悦太郎）……古典の総合語彙ファイルを作成するため，前年度に引

き続き，既成の嗣語索引12種を漢字かなまじりで入力し，紙テープを作成し

た。また，これまでに索引の作られていない三つの作品につき，かたかな文

脈つきの用語索引を作成した。

本年度の研究組織は次の通りである。（昭和48年4月1疲現在）

　　　　　　　　　　　　　　一　4　一



◇第一研究部　部長

　話しことば研究室

書きことば研究塞

地方言語研究室

◇第二研究都　部長

　護塁韮言吾教育3ヲF究室

　言語効果研究室

◇第三研究部　部長

　近代研語究室

◇第四研究都　部長

　第一資料研究室

　第二資料研究室

　第三資料研究室

　言語漏壷調査室
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章央（室長）　中野　　洋
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敏雄（室長　外国出張中）

明　　高田　正治

達夫（外国出張中）
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大久保　愛

矯悶　昭央
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現代語の文法の研究

一文体と文法との関係一

A　目 的

　現代日本語の文法現象が，特に文体の形成にどうかかわりあうか，という

観点から，比喩表現をとりあげ，書語形式と比喩的転換の性格とを規準とし

て，比喩技法の分類整理を実例によって行う。

　従来，比喩法は修辞学のテーマとして，いろいろな分類がなされてきた。

　まとめてみると次のようになろう。比喩というと，ほとんどの修辞学書が

共通して立てるのが，まず，直喩（明喩）・隠喩（暗喩）・颯喩（寓喩）の三

つである。これに，活喩（擬人法と部分的に一致）・提喩・換喩のほか，声

喩（onomatopoeia）をあげる書も多く，また，さらに，引楡・張喩・字劃・

詞喩・類喩を加える場合もある。しかし，この種の分類では，その観点が多

元的なためもあって，それぞれの喩法に属するための条件がじゅうぶんに排

他的でなく，また網罹的でもない。典型的な例はともかく，実際の用例をあ

つかうど，いろいろな困難にぶつかる。どちらの喩法に属するか決めがたい

例，明らかにどちらの条件をも満たす例，あるいは，どれにも属さないと思

われる例も現われる。さらに，この修辞学的に立てられた喩法のなかには，

形式と意味との対応の転換機構が異質なものや，比喩としての共通性格が疑

わしいものも含まれている。表現主体に，その言語形式が直接にさし示す事

がらの事実性を否定する（「雪の肌」を例にとれば，実際には〈雪〉でない，

という）意識があり，受容主体が，その言語形式の基本的な用法からの逸脱

を意識すること，を条件とするかぎり，比喩の成立は主として思考形式に依

存するが，その分類は，できるだけ表現形式の書語的な性格を規準とすべき

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■t
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B　方 法

1）比喩を次のように定義した。

　　表現主体（書語表現の送り手。つまり，話し手および書き手。）が，表

　現対象（「雪の肌」の例では，〈白い〉）を，それ（〈白い〉）を過不足

　なく直接にさし示す雷語形式（「白い」）を使わないで，その代わりに，言

　語的な意味（その雷語形式の字句どおりの意味）では他の事物・事象

　（〈雪平の〉，〈雪所有の〉など）に対応する言語形式（「雪の1）を提示しp．

　その平語的環境との異和感や，それが現われることの意外性などで，受容

　主体（欝語表現の受け手。つまり，聞き手および読み手。）の想像力を刺

　激して，両者（「雪の」の基本的な意味とその揚での臨時の意味）の共通

　点を推瀾させることによって，間接に伝える表現技法である。

　　そして，それは，表現効果のうえで，次のような特性があると予想する

　ことができよう。

　　ストレートな表現（この例でいえば，「白い肌」）と論理的情報（その言

　語形式が外界のどういう事実をさし示すか）は同じだと考えたとしても，

　比喩表現の場合は，受容過程（〈雪〉にそなわっているいくつかの属性の

　なかからく白い〉を選びとる）で捨てた他の属性（〈冷たい〉，〈溶けや

　すい〉，〈やわらかい〉，〈雪独特の感触〉など）が，それを捨てる際

　に，否定的にもせよ，ともかくなんらかの形で受容主体の意識をとおりぬ

　けるので，形象（受容主体がそのスタイルに応じて思い描くく白い肌〉）

　の背後にうっすらと消えのこる淡い映像をともなう点で，少なくとも感性

　的な差がある。

2）文学作贔（日本の近代および現代の代表的な口語体小説）50編から，比．

　喩表現に関連する用例を，担当者の言語意識にもとつく内省的方法によっ

　て採；集し，カード化する。（くわしくはr年報21S参照）

3）受容主体がある言語表現に接したときに，それをなぜ比喩だと考えるの

　か，という立揚を基本的な観点とし，その際の，比喩であることのわか1）．

　　　　　　　　　　　　　　　一7　一



方のちがいを規準として，2）によって得られた約3万の用例を，次の3類

に第一次分類する。

第1類（指標比喩）：受容主体が表現主体の銘喩意識を感じとる手がかり

　　　になる（比喩の成立に薩接形式的に関与している）特定の三聖形式

　　　をそなえた（第2類のような2項の関係の特異性ではなく，他から

　　　独立に抽出できる）比喩表現である。

　　　〈例〉　まるで顕微鏡でものぞくみたいにく曽野綾子「遠来の客たち」

　　　〈例〉その鐸欝は月光を吸いちょうど荒絹のようにぼんやりと照っていた

　　　　く壇一雄「花筐」

第2類（結合比喩）：ある言語単位（接辞・造語成分・語・句など）間の

　　　結びつきに，慣用からの顕著な逸脱や非論理性の見られる比喩表現

　　　である。

　　　〈例〉着物一ども　く宇野浩二「蔵の中」

　　　〈例〉　空一よ　く遠藤周作「海と毒薬」

　　　〈例〉　どす黒い一臭い　く佐藤春炎「田園の憂鰐」

　　　〈例〉　吃り吃り一瓶iきillす　く三島由紀夫「金閣寺」

　　　〈例〉　立場ボー悲鳴を洩らす　く井上友一郎「ハイネの月」

　　　〈例〉惰気を一扱き上げる　く岡本かの子「母子叙情」

第3類（文脈比喩）：言語形式の内部に比喩性をもたず，それがある文脈

　　　におかれたときに，主として先行表現との関係で（その表現の基本

　　　的な言語的意味ではむしろ関連をもたないことを契機として，それ

　　　とはちがうその場での個別的な意味を推測させることにより），そ

　　　の全体が比喩として成立する表現で，単位の大きな（だいたい文以

　　　上）結合比喩と考えることもできる。（ただし，結合姥喩は連語論

　　　などの語彙瓢文法的な研究成果にもとづいて，近い将来にかなり客

　　　観的な処理が可能になると思われるが，文脈比喩のほうは，意味論

　　　的文章論というきわめて困難な分野，さらには作晶全体を対象とす

　　　る文学研究そのものとも学問的に交渉をもたねばならなvので，レ
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　　　ベルのうえで両者を分けておくべきだと考えたわけである。）

　　　〈例〉芸なし猿（入間）　〈幸顯文「流れる3

　　　＜例＞i飽が逆流をはじめる（ショックの強さ）　＜丹羽文雄「顔」

　　　〈例〉　浅瀬を渡る（女性関係の程度）　〈九二康成r焦点」

4）指標姥喩を次の手順で分析する。（具体的には前号参照）

　③　比喩表現から比喩形式を抽出する。

　②　比喩形式から傾向環境を捨象する。

　③　実現形を基本形に置換する。

　④そのときに得られた型を姥喩パタンとして立てる。

　⑤　比喩パタンを構成している千々の要素を比喩マークとして登録する。

5）　指標比肩を比喩パタン（比喩マーークの組舎せ）によって分類する。

6）結合比喩を次の手順で分類する。

　①　結合比喩を構成している各要素（単位は，主として語，場禽によって

　句や造語成分・接辞）の文法的性質にもとづき，その組合せによって分

　類する。

　　　〈例〉　名・名，　名・名・動，　名・形，　翻・動

　②構成要素のうち，比喩の成立に直接関与しているズンの結合の種類

　　（名詞を構成要素にもつ場合は，その格を考慮）によって分類する。

　　〈例〉　名ガ　　他，　　　　名ヲ他，　　　　　名が名ヲ他

　　　　　Ll　N　1：　li
　　　　時間　　囲む　　　　仮面試運転する　　匂い青春包む

　③　意味を考慮に入れて，そのなかをさらにグループに分ける。

〈例〉　名ガ　　自

一
　
す

　
　
返

る
る
・
き

来
来
引

　
想
死
蓬
眼

護1：陽：到

鶴毒翻

〈・例〉名ガ ヲ名
一

他
－

「
海
火　　1

　　筈しみ愛　　　　　　　　殺す
　　屍　謙衡
　　粒餌i殺す
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　　　　　姿　　　浮き上る　　　　　失敗　　生涯　　傷つける

　　　　　自　　　沈む　　　　　　　こと　　精神　　傷つける

　　　　　心　沈む　i　　こと　鞭傷つける

　④　結合のズレが慣用的に固定したもの，および，それに準ずるものは，

　　しるしをつけて区別する。

　　　〈例〉水が光ヲ砕く　△心理ヲ掘り出す　○丘が美ヲ湛える

7）文脈比喩を次の手順で分類する。

　①　その表現を構成している品詞によって分類する。

　②　その中を格助詞や接続助詞の種類と1事序によって分類する。

　③　同型のものは構成要素の意味によって，グループに分ける。

　④表現と意味とのズレが慣用的に固定したもの，および，それに準ずる

　ものは，しるしをつけて区別する。

C　担 当 者

　話しことば研究室の中村明が担当し，導車知代（48，4ほ第一資料研究室から

配置転換）が，分類された用例の整理，表の作製，比喩関連文献の収集など

の面で，その研究をたすけた。

D前年度までの成果
1）用例出典一覧（用例採集に使用した作品を一覧できるように，「貝本の

　文学」中の巻名・箇所・ページ数・作品名・略号・作者名を表形式にまと

　めたもの）を作成した。

〈躰〉 F識（刺ページ数1作品名略号匪者名

7　5－781
42　117－177

76　349－376

村
雄
郎

曝
辰
陛

島
堀
大

夜
立
死

前
ぬ
り

け
ち
奢

明
立
都

夜
風
死

77

U1

Q8

7

2）比喩マーク分類一覧を次の手順で作成した。

　①　比喩マークを品詞その他の文法的性質によって類に分ける。
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②　各類のなかを意味・機能によって種に分ける。

③　各種に属するマークを形式や意味・性質などの似ているものがグルー

　プをなすように配列する。

〈見本〉

D　類

D、感ジル・

タトエル
AヲB二・
ト～

1感じる

8見る

D5感ジラ
レノレ

AがB二・
ト～

AがBダト

3思える

5考えられ
る

　　相当ス
D13ノレ

　　類スル

AがB二～
1当たる

4類する

E　類

Fiマルチ
～AハBノ
ヨウダ

2さながら

4ちょうど

F2イワバ
～AハBダ
4震ってみ
るなら

9たとえて
雷うと

F，マサニ
Aハ～Bダ
〔近似強調〕

2まったく

4どう晃て
も

∫釧K測M剃・類
Jiホド
　〔比較〕

2くらい

4より

」2デモ
〔ボカシ〕

3かなにか

」3サエ
〔並列強調〕

3だって

D
B
　
　
と
は

か
ハ
〕
…
…

C
A
例
を
ば

8
ラ
比
…
れ

～
ナ
〔
3
す

K1近イ・
同ジ

AハB二・
ト～

AトBトハ

2等しい

4そっくり
だ

K2同様
AハBト～
AトBトハ

2同列

9変わらな
い

Kgヨウ
〔比況・推
定：〕

3みたい

M2ヨウス
　　・形・
　　グアイ
〔外見・関
係〕

2気配

12あんばい

M3感ジ・
気持チ
〔感覚・心
理〕

4気

8心地

M4代ワリ
・役目

AハBノ～
ヲスル

2役割

4代わり

Riヘタナ
～… ??

2どんな

R3イワユ
ル〔限定〕

2ほんの

3ほんとの

R4一種ノ
　〔同類〕

2ある種の

4第二の

S　類

S1…ノミリ

B～ノA
12…はだ

14…なみ

S，…紛イ
〔動詞転成〕

1…気どり

3…扱い

S8…サナ
ガラ
〔劃詞化〕

1…そのま
ま

3…よろし
く

　〔濁　Dは動詞，Fは笛1詞，」は助謂，　Kは形容詞，　Mは名詞，　Rは連体詞，　Sは接辞からとつ

　　た略号である。それぞれ厳密な品詞分類ではなく，それによって代表される盤格・機能

　　を比喩の成立においてはたしていると思われる語句をまとめたものなので，品詞名をお

　　　もてに出すことを避けた。

3）比喩マーク索引（各比喩マークを五十音順に配列し，姥喩マーク分類一

　覧中の位置を表示したもの）を作成した。

　＜見本＞　1相似るC12－2　5…扱V・S　4－s　6扱うDl－ls　43思いM3－10　48思V’

　　　　　出させるD7＿3　49思V・出すDn一、　129さもF　1＿6　367を見ればF、←2

4）比喩パタン索引（各比喩パタンを五十音順に配列し，記号によって指標

　比喩分類一覧中の位置を表示したもの）を作成した。

　＜見本＞　1あたかも・相似るFエニ3D12＿2　2あたかも・かなにか・ようF　i＿3　」　2＿3

　　　　　　　　　　　　　　　　－11一



　　　　　Kg＿1　3あたかも・ごとしF　i＿31〈：g＿2　569まるで・よう・思V・F　i－iK：g＿1

　　　　　M3＿10　737を見ると・感じられるFu←iDs＿1

5）　比喩形式索引（各比喩形式を五十音順に配列し，記号・番号によって比

　喩パタンとの関係を表示したもの）を作成した。

　＜見本＞　　2あたかも・かのようにF、＿3Kg＿1・i　3あだかも・かのようにF　1＿3

　　　　　Kg→・2　161かりに・讐えて見たら・とでも雷うべきFg＿、D、＿、2J　2＿、D

　　　　　3－1・1　1174んばかりの思v・J　1－3M3－lo・1

E　本　年　度　の　成　果

1）指標比喩分類一覧を作成した。

　＜見本＞　　K二∫記）　　16－27

　　　　　　Kgj3Di　3－3

　　　　　　　Kg＿1　J　3＿，D、＿2よう・も・思う1－1〔顔1〕

　　　　　　　　Kg．．i　J　3＿、D1＿2・1ようにも思った1－1〔顔1〕

　　　　　　　　　掌中のたまが汚されたようにも思った〔顔〕

　　　　　　　Kg＿、J3＿4Dエ＿、よう・さえ・感じる1－1〔く1〕

　　　　　　　　Kg＿1∫3＿‘D1＿1・1ようにさえ感じる

　　　　　　　　　　自分の将来を突きつけられたようにさえ感じるのであった。〔く〕

　　　　　　工〈9J3王）5　　13－19

　　　　　　　Kg＿ユ∫3＿エD5＿gよう・も・見える5－7〔母2＜2杏1冬！革1〕

　　　　　　　　Kg－iJ3－iDs－g・1ようにも見えた2－3〔母2草1〕

　　　　　　　　　瞬き盛りの銀座のネオンは…谷に人を追い込めて，爵かしたぶ

　　　　　　　　　らかす妖精群のようにも見えた。〔母〕

2）比喩マーク別出現状況一覧を作成した。

　＜見本＞　F1－1｝まるで！32－374

　　　　　　　～　まるで3－18（まるで13－18）

　　　　　　　～D5＿gまるで・晃える2＿2（まるで・としか見えなかった1＿1まるで・に

　　　　　　　見え、＿、）

　　　　　　　Fie＿2’vK：11－3それでは・まるで・ではないか1－1（それではまるで・で

　　　　　　　　　　　　　　　　一12一



　　　　　　　　1まなV、カtS1＿1）

　　　　　　　A・　J　，一iKg－1M2－1まるで・でも・よう・ようす、＿、（まるで・でも・よ

　　　　　　　　うな様i子1＿1）

　　　　　　　～S8＿2　まるで・…さながら2＿2（まるで・…さながら2＿2）

3）比喩マーク種別出現状況一覧を作成した。

　〈見本〉國マサニ16－40

　　　　　　　～　まったく2＿2（まったくエ＿1金く1＿1）

　　　　　　　　　ほんとうに1＿2（ほんとに1＿2）

　　　　　　　～D5ほんとうに・疑われる1＿1（本当に・かど疑われた1＿1）

　　　　　　　　　　どう見ても・見える、＿1（どう見ても・かに見える1＿1）

　　　　　　　～∫3K1それこそ・も・等しV’1＿1（それこそ・にもひとしい1－1）

　　　　　　　～Klg　まさに・よ：う3＿4（まさに・ような2＿2まさに・ように2＿2）

　　　　　　　　　文字通り・よう、＿、（文字通り・ような、一、）

4）bt喩マーク類別出現状況一覧を作成した。

〈見本〉図50－6017

　　　　　　　王）～　8－17

　　　　　　　　D7K：g思わせる・よう2＿5（をおもわせるような1－1　を思わせるよ

　　　　　　　　　うな2－3を想わせるような、＿、）

　　　　　　　JFA一　2h2

　　　　　　　　」、F3K：1というより・むしろ・近い、一1（というよりはむしろ・に

　　　　　　　　近いH）

　　　　　　　　」3Fエ2Kiだって・あま！・変わらない1＿1（だって・だって・あん

　　　　　　　　　まり・と変わらないレ1）

　　　　　　　・一　49－4220

　　　　　　　　Kt近V”4－e（に近い3－3に近く、一2のほうに近V・、一、）

　　　　　　　一一　」　D　17nv’28

　　　　　　　　Kg∫3D、　よう・も・思うΣ＿1（ようにも思った1＿エ）

　　　　　　　　　　　　よう・さえ・感じる、＿エ（ようにさえ感じる、＿、）

．5）　比喩関連文献霞録を作成した。

一一@13　一
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F　次　年　度　の　予　定

1）結合比喩の分類・敷理を継続し終了する。

2）文脈比喩の分類・整理を継続し終了する。

3）報誓書砒喩表現の分類』（仮題）を執筆する。

　ては，次のような案が用意されている。

　　1　比喩とはどんなものか

1
2
3
4
5
ρ
0

比喩の屠的・方法・手段・条件。種類

比喩性の諸段階

比喩的転換の種類（実用文の場合）

比喩効果の分析（文学作品のimagery）

言語形式と対比関係（名詞対応のヨウの場合）

比喩の定義

1［　この研究のあらまし

　1　屋的

　2　位置づけ

　3　方法

　4　資料（選定規準・用例出典「覧）

IH　分類の手つづき

　0　比楡システムの大分類

　1　指標比喩の小分類

　2　結合比喩の小分類

　3　文脈比喩の小分類

　　分類の結果

1
2
3
4
「
0

－
1
1
1
1

指標比喩分類「覧

比喩マーク分類一覧

比喩マーク別出現状況「覧

比喩マーク種別出現状況一覧

比喩マーーク類別趨現状況一覧

　　　　　　　　　一14一

なお，内容と構成に関し



1－6

1－7

1－8

2－1

2－2

2－3

3－1

3－2

比喩マーク索引

比喩パタン索引

比喩形式索引

結合比喩分類一覧

葡要素別主要結合表

結合比喩要素索引

文脈比喩分類一覧

文脈比喩要素索引

V　各表の解説

　1　作り方

　2　読み方

　3　使い方

V正今後の課題

聡　比喩関連文献臼録：

（中　村）
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全国方言文法の対比研究

A　目的・意義

　日本語の方言の文法を，相互に，また，標準語と比較できるかたちで，研

究する。そのために，国立国語研究所地方研究員の協力を得て，沖縄をふく

む全国の方言について，統一的な方法による調査を行う。研究の重点を，方

言の文法現象のうち，名詞，動詞，形容詞の形態論的構造の記述におく。

　この研究の目的は方言の文法について，統一的な方法による全国的規模の

調査を行うことによって，今後の，方言および標準語の文法の各種の研究に

必要な基礎資料を得ることである。また，得られる資料は，方言地帯におけ

る標準語教育を改善するために役立つはずである。

　なお，この研究は，地方言語研究室が昭和38年から行ってきたr各地方言

の共通語との対照的研究」を引き継ぐものである。

　　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　話しことば研究室の上村幸雄（室長），高躍正治，林実知代の3名が担当

した。今年度行った諸方雷の録音とテキスト化は，次の人々の協力によるも

のである。

　三浦松夫（秋田県大賄市大曲中学校教諭），斎藤三七郎（日本大学高等学

校講師），宮良安彦（沖縄県立八重山高等学校教諭）

　　　　　　　　　C　本年度の経過と今後の予定

　本年度は次の仕事を行った。

（1）41年度から43年度までの調査結果の整理

（2）補足のための調査

　　41年度から43年度までの調査を補足するために，奄爽，沖縄，八丈島℃

　　　　　　　　　　　　　　一16一



　おいて，文法の調査と録音資料の採集とを行った。

（3｝方言の録音とテキストの作成

　話しことば研究室では，方言のほろびてゆくなかで，信頼できる，良質の

研究資料を今後に確保するために，これまでも，方言の録音とテキスト化

（音声表記，標準語訳，注つき）とを行ってきたが（r年報20』p．8，r年報21』

p．　15，r年報22』p，9，r年報23』p．ユ1参照），48年度は前記の入々の協力によ

って，沖縄および東北地方の合計3地点において録音とテキスト化とを行っ

た。

　録音とテキスト化の仕事は44年度から45年度までの5年間に，各地の方言

研究者の協力を得て合計50箇所以上の方雷について行った。対象とした方言

は国語史的にみて価値の高い僻地（奄美，八丈島など，また内陸部僻地）を

主とする。また，その成果は順次，方言録音資料シリーズとして印綱してい

く予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上　村）
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発音過程に関する研究

A　目的・意i義

　標記の研究は，話しことば研究室が継続的に行っている日本語音声の研究

の一部をなすものである。研究は，現代日本語の音声の，音韻論上の魑々の

闘題，表現的な個々の特徴，指導法などを明らかにすることを目的として行

う。おもに標準語の音声を分析の対象とするが，今後は比較の必要から，方

言や外国語の音声，または，聴覚障害者，廃語障害者の音声も対象とするこ

とがありうる。

B　担　当　者

話しことば研究室の上村幸雄（室長）と高照正治が担当した。

C　本年度の研究

　主として前年度から引き続いてX線像による調音運動の研究を続け，標準

語の個々の単音を発する際のX線映画フィルム像の計測とトレース作業とを

行った。また，音韻論の理論的な研究，発音指導の方法に関する研究もあわ

せ行った。これらの研究の成果に関しては，次のような発表を行った。

　上村幸雄・高田正治　「臼本語の母音における下あごのうごき」

　　　　　　　　　　（国立国語研究所論集5）

　有泉　均・高田正治　rX線映画による調音運動の分析一庸，舌，顎の協訥関係

　　　　　　　　　　一（口頭）」

　　　　　　　　　　備本音響学会　音声研究委員会　資料番号S73－28　1974，

　　　　　　　　　　1．30　京都大学工学駕）

　上村幸雄　「フォネームの心理的側面について（籍頭）」

　　　　　備本音響学会　音声委員会　1973，5．9　電子総合研究所）
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　上村幸雄　「話し手のフォネームの認識について　（口頭）」

　　　　　（東京都立大学　方言学会　1973．9。8　都立大学）

　上村幸雄　「言語および言語指導における最近の傾向について　（口頭）」

　　　　　（音響学会　音声委員会　資料番号S73－46　1974．2．27

　　　　　　東北大学医学部）

　一方，前年度に行った聾児の発音指導，言語指導の方法の改善に関するシ

ンポジウムの記録r聾児の言語指導の方法について』上村幸雄・比企静雄編

をまとめた。

　また，これらの研究の成果に基づいて，発音指導の方法に関するシンポジ

ウム（69ページ参照）　を仙台で開催した。

　　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　49年度以後も，発音過程全般に関する研究，音韻論的な研究，発音指導に

ついての研穽を行う。なお，新装置によるデーターの再検討を行ったため，

47年度中に予定してV・た成果の刊行は49年度にくりのばす結果になった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上　村）

蕩
・
、
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図形および文字の知覚および認識機構の研究

A　目 的

　図形および文掌が，感覚伝送系での情報処理，および大脳における神経系

の活動の結果として知覚あるいは認識される過程について，生理心理学およ

び視覚心理学的立揚から実験研究を行う。

　　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　話しことば研究室の神部尚武が担当した。

　　　　　　　　　C　本年度の経過と今後の予定

　本年度は，7年計画の第2年次として，文献上の調査のほか，眼球運動の

測定装置，反応時間の測定装置などの，実験研究に必要な機器を整えた。

　眼球電位法によって眼球運動を記録する装置がほぼ完成し，文字系列を種

々の速度で提示する装置を製作中である。このほかに，指文字を材料として

図形と音節問の封連合の学習過程を調べる実験が進行中である。

　次年度は，さきにのべた装置を完成し，眼球運動，反応時問などを手がか

りに，文宇の認識に関する基礎的な実験を実施していく予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神　趨）

一20一



語彙論上の諸問題に関する調査・研究

A　目 病白

　語の意味（広義）・語の文体性・語種・語構成など，語彙論上の諸問題の

範囲内で，調査・研究を行うものである。具体的には，前年度に引き続いて，

Cに記す同義語（同義的な類義語）についての調査を行った。

B　担　　当　　者

書きことば研究室の西尾寅弥が担恥し，高木翠がその作業を助けた。

C　本年度の作業

　「卓球／ピンポン」「つや／光沢」「さじ／スプーン」というような，かな

り同義的な（用法のある）類義語の数十組について，どう違うと意識するか，

ふつうどの語を使うか，どの語を好むかなどを，質問紙によって調査する。

質問の一部分は，『類義語の研究』（報告28）に収めた昭和38年の調査と同一

のものを用い，約10年をへだてた変化をみようとした。前年度は調査対象と

して老人層と青年層をとりあげ，東京と大阪において調べた。本年度は中年

層についてやはり東京と大阪で調査を行い，結果を集計した。また，前年度

分と合わせて，全体の集計・分析にとりかかった。

D　今後の予定

　調査結果の集計・分析を継続・完了させ，他方同一の岡三語についての実

際の使用例の検討を行い，この双方に基づいて岡義語についての記述を行う

予定である。

（西　尾）

一21一



日本言語地図作成のための研究

　　　一作図ならびに検証調査一

A　目 的

　現代H本語の方書的基盤を地理的に展望し，かつ，H本語の歴史を言語地

理学的に考察するために，日本語地域金域を対象とする『ヨ本言語地図』全

6集を作成する。あわせて，8H本書語地図』に盛られている資料の性格を

明らかにするための，検証調査を行う。

　　　　　　　　　　　　B　担　　当　．者

　第一研究部長の野元菊雄，地方言語研究室の徳川宗賢（室長）・本堂寛・

佐藤亮一・高田誠が共隅してあたり，白沢宏枝が協力した。また，非常勤職

員W，A．グm一タースほか，多くの人々の協力を受けた。

C　本年度の研究

昨年度までの経過については，刊行ずみの『目本言語地図』および『年回

7（紹和30年度）』以下を見られたい。

　『日本欝語地図』第6集（最終巻）の刊行が行われた。

検証調査は，都合により，本年度は行わなかった。

D　今後の予定

　地図の刊行が終わったので，H本言語地図作成のための調査に関して集め

られた資料や，H本欝語地図編修の過程でできあがった資料を整理する。そ

の一部，たとえば全見出し語索引などは機会を得て刊行したい。

　検証調査については，昭和49・50年度にわたって継続し，結果を整理し，

その期間中に刊行したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徳　川）
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所属集団の差異による言語行動の比較研究

A　昌 的

　人々の言語生活は性，年齢，階層などを始めとして，彼らがおかれている

社会的文化的諸状況と密接な関係をもっている。この関係を明らかにするた

めにいくつかの調査研究を行っている。

　この研究は題目としては本年度から始まったものであるが，事実上は昭和

46，47年度に文部省学科研究費試験研究（1）（「社会変化と熟語生活の変容」

代表者　岩淵悦太郎）を受けて実施された研究の継続である。この二年間に出

形県鶴岡市において共通語化の調査（概要は『年報23』参照）を，愛知県岡崎市

において敬語使用の調査（概要は『年報24』参照）を行った。これらの調査はそ

れぞれ約20年前に国立国語研究所で行った同種の調査結果と比較対照し，こ

の聞の祉会状況の変化が出語生活にどのような影響を及ぼしたかを明らかに

しょうとしたものである。逆にいえば人々の言語（生活）を変容させる条件

がある程度明らかにできると思われる。

　さしあたり，本年度は鶴岡市における共通語化の調査の分析を行い，報告

書の作成に取り組む。あわせて，同地においていくつかの追加調査を実施す

る。

B　担　　当　　者

　データの整理・集計には，野元菊雄（第一研究部長）・江川清（地方元込・

研究室）・掘江よし子（近代語研究室）が当たった。また，統計数理研究所

の林知己夫・林文の協力を得た。

　報告書の執筆は主として野元・江川が担当し，一部を東京大学新聞研究所

の鈴木裕久が分担した。

　追加調査は野元・江州が担当した。
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C　本年度の研究

　前年度までの二年閤文部省科学研究費・試験研究（1）を受けて実施してき

た調査の整理およびその分析を行った。とくに，昭和46年度に鶴岡市で実施

した共通語化の調査結果を昭和25年度の調査結果（掴立躍語研究所報告5』）

とを比較検討することによって約20年間の時間の経過に伴う社会構造の変化

が言語生活にどのように影響を及ぼしたかを明らかにしょうと試みた。

　データの集計には統計数理研究所の協力を得て，同所の電子計算機を用い，

さらに数量化理論第皿類などの数学的手法を用いて解析を行った。

　それらの結果は『LDP（所内資料）11，12』，『ことばの研究4』（論集4），

『電子計算機による国語研究V王』，国立国語研究所研究発表会などで部分的

に発表した。さらに『地域祉会の言語生活一一鶴岡における20年前との比較

一』（報告52）に全体をまとめて報告した。

　追加調査としては次の2種の調査を行った。

　一つは昭和25，46両年度ともに被調査者であった者のうち，その問の言語

の変容に典型的な傾向を示した者などを中心に事例調査を行った。

　もう一つの調査は鶴岡市内の中学生約120名に行ったアクセント調査であ

る。

D　今後の予定

　鶴岡市の調査については，今年度に行った追加調査を整理するとともにさ

らに継続しアクセントの調査を行う。これらの結果と前記報告書の結果とを

あわせて英文の報告書を刊行したいと考えている。

　また，岡崎市での敬語使用に関する調査の分析を行う。

　そのほか新たな角度からの言語生活の実態調査に敵り組む予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（江　BD
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現代児童e生徒の言語能力の動態調査

A　目 的

　現代の児童生徒は社会的文化的変化とのかかわりのなかで，どのような雷

語能力を獲得しているか，その実態・特徴・問題点を明らかにすることを目

的とする。

B　担　　当　　老

　国語教育研究室の村石昭三（室長），根本今朝男が麹遣し，芦沢節（第二

研究部長）が参画した。また，川又瑠璃子がこれを助けた。なお，非常勤職

員岡本奎六（前期）の協力を得たほか，調査の実施に際して，別掲の協力学

校，調査協力者，作文評価委員の協力を得た。

C　これまでの作業

　本調査は3か年計画の継続調査であり，昭和46年度よ！実施された。昭和

46年度は文章表現力に関する基礎調査を実施し，昭和47年度は中学3年生の

文章表現力に関する調査（東京，新潟，奈良の3都県，計18校，約700名），

同じく中学校3年生の表現行動の調査（計6校，各1クラスずつ）ならびに

中学校の作文指導の実態に関する質問紙調査（東京23区，新潟，奈良の3都

県，約400校）を実施した。

D　本年度の作業

　　本年度は最終年次調査にあたり，小学校6年児童を対象にした：文章表現力

　に関する調査，表現行動の調査，作文指導に関する質問紙調査を実施した。

ﾜた，中学校生徒を対象にした前年度の補充調査も実施した。

　〈小挙校調査〉
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　1．文章表現力調査

　絵図を含むテスト形式によって文章表現力を測定し，小学校6年生の文章

表現力の水準と，文章表現のための能力構造とを明らかにする，いわば文章

表現力の通時的動態調査である。

　1）文章表現力テスト，時間制限　約40分，集団テスト（東京，奈良，新

潟　計18学校，約750名）　1エ月本調査実施

　2）妥当性検討のためのテスト　・知能テスト　・読書カテスト　・学カ

テスト・口頭文章化テスト　・雷語能カテスト　いずれも約80名について実

施した。

　3）信頼性検討のためのテスト　・再テス1・

なお，別に実験作文テストを実施し，実作作文評価の妥当性・信頼性を検討

した。

il　文章表現行動の調査

　実作作文，アンケート調査，諸文字作品資料等によって，小学校6年生の

文章表現行動（書く生活）を明らかにする，いわば表現行動の共時的動態調

査である。

　1）実作作文　昭和48年5月～昭和49年3月にわたって6課題の実作作文

を18学校について実施した。

　課題名：・ともだち　・私の教室　・私が聞いた音　・最近の出来事につ

いての私の意見　・小さな時の私の思い出　・○○先生（様，君）へ（手紙）

　2）アンケート　昭和49年2月に，約700名の児童に対して，表現行動

（書く生活）に関するアンケート調査を実施した。

　3）文字作品資料　事例研究的に特定児童またはグループを中心に，日記

手紙，学級新聞等に関する文字作品資料を収集した。

IH　作文指導の調査

　東京都，新潟県，奈良県の小学校約300校を対象にして，小学校1年～6

年の作文指導の実態をアンケートによって調査した。調査時期は昭和49年3　・

月，回答者は各学年クラス担任者。
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IV　協力学校，調査協力者

東京都

台東区立浅草小学校　真如数典　　　墨国区立両国小学校　柚木文夫

世田谷区立解由台小学校　畠山　寿　杉並区立杉並第六小学校　藤岡澄子

葛飾区立中之台小学校　郡司初枝　　江戸潤区立小岩小学校　矢野兼夫

新潟県

新潟市立大畑小学校　由田勝衛　　　新潟市立撃小学校　黒井義隆

i新潟市立笹口小学校　渡辺　久　’　西蒲原郡・鎧郷小学校　棚橋アイ子

中蒲原郡・大蒲原小学校　窪　正明　南蒲原郡　中之島小学校　石口輝隆

奈良県

奈良市立三井小学校　岡閏　博　　　奈良市立平城小学校　玉置寿幸

奈良市立青初小学校　田島克巳　　　吉野郡・竜門小学校　泉　嘉彦

吉野郡・賀名生小学校　辻井照朗　　磯城郡・唐院小学校　上村：文裕

　なお，準備調査には次の2校の協力を得た。

東京都江東区立明治小学校・東：京都台東区：立育英小学校

作文評価委員

瀬川栄志　東京都教育庁指導部　　　　中津留喜美男　東京都中央区立佃島

後藤昌吉　東京都台東区立育英小学校　　　　　　　　小学校

菊野恒明　東京都江東区立明治小学校　久保庭健吉　東京都新宿区立津久戸

蛭田正朝　東京都東村出市立久米川小

　　　　　学校

小竹省三　新潟県教育委員会指導課

木村龍伍　新潟市立鏡渕小学校

杉本恭彦　奈良県教育委員会学校教育

　　　　　課

郡　聖別　奈良市立飛鳥小学校

く中学校調査〉

小学校

深井義徳　新潟県教育センター一

中本泰弘　奈良県教育センター

前年度に実施した中学校3年生の文章表現力を中心にした言語能力および
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表現行動の補充調査を実施した。

1．文章表現力に関する調査……各協力学校の（6校）1・2年生各1クラ

スずつ約500名について，前年度3年生に実施した同じテストを実施した。

H．表現行動の調査

・課題作文調査　・as頭文章化調査　・作文学習に関するアンケート調査

斑．協力学校・調査協力者

東京都大田区立田園調布中学校　是恒英任

東京都葛飾区立堀切中学校　田中陽一　萩原克枝　福原訓

東京都豊：島区立千州申学校　柴田文意　水谷秀夫

東京都北区立岩渕中学校　大内武彦

新潟市立内野中学校　伊藤文男　小林ピサ

新潟県三島郡・北辰中学校　小島　英

奈良市立若草中学校　中小路昭二

奈良山辺郡・都祁中学校　福井　弘

　なお，表現行動調査の付帯調査として「作文の質を規定する諸要因」を明

らかにするための実験作文テストを実施した。文題は第1文題　自己紹介の

手紙，第2文題　学校のようすを紹介する手紙，第3文題　週休2日制につ

いて

E　今後の予定

　昭和49年度は3か年にわたる調査で得た諸資料を整理分析し，昭和50年度

に報告書にまとめる予定である。
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就学前児童の言語能力に関する全国調査

A　目 的

　現代の就学前児童（4歳児クラス，5歳児クラス）ゐ醤語能力の発達の実

態を明らかにするため，昭和42年度より昭和44年度にかけて，本調査を実施

してきたが，本年度は昨年度中止した文法・コミュニケーション能力調査の

補充調査を行い，報告書のための原稿を作成する。

B　担　　当　　者

　上記の研究題目は国語教育研究室の村石昭三（室長），天野清（48．9．30転

出）岩田純一（48．10．16採用）の共同研究であり，このうち，文法・コミュ

ニケーション能力調査は天籔清が担当し，川又瑠璃子が作業を助けた。

C　これまでの作業

　昭和42年度は就学前児童の文字力の調査，昭和43年度は就学前児童の語彙

力調査，昭和44年度は就学前児童の語彙，文法，＝ミユニケーシnン能力調

査を実施し，昭和45年度以後はそれらの検証・補充調査を行うとともに，デ

ータの集計整理の作業をすすめてきた。そして，謡物46年度に就学前児童の

選良力の調査結果をr幼児の読み書き能力』（報告45）という報告書にまとめ

た。

D　本年度の作業

　本年度は文法・コミュニケーション能力調査の補充調査を実施した。すな

わち，1）構文の変換機能テスト及び接続詞の使用と文の結合テストを3歳

児約50名を対象にして調査し，データを補充した。2）今まで実施したテス

トでの反応と話しことば能力との関係を明確にするための調査を4・5歳児
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クラス計100名について実施した。これらに伴い，43年度以来の諸調査の集

計を行い，考察を加えた。

D　今後の予定

昭和49年度に，『幼児の文法・コミュニケーション能力』（仮題）として，

報告書を刊行する予定である。また，語彙力調査は昭和50年度に補充調査を

実施し，報告書作成に着手する予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村　石）
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言語の表現機能と伝達効果の研究

A　目 的

　この研究は言語の表現機能や伝達効果を，言語そのものとの関連において

とらえようとしている。本年度は，「文の形成過程にあらわれる伝達機能の

発達の研究」として，幼児の文表現が成立し，文形式が形成されていく過程

で研究することを，前年度にひきつづいて目的としている。

B　担　　当　　者

　言語効果研究室の高橋太郎（室長）と，大久保愛が担当し，鈴木美都代が

これに協力した。

C　本年度の作業

　r幼児の文構造の発達』（昭秘8年3月刊）でしのこした仕事，すなわち，

「自由の場」での文構造の分析研究および，複文構造についての追調査を東

京都千代田区立九段幼稚園でおこなうとともに，以前に採集した資料による

単語の形態論的分析と連語論的分析を継続しておこなった。

D　今後の予定

来年度『幼児のことばの文法構造』 （仮題）を刊行する予定である。

　　　　　　　　　　　　（高　橋）
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明治時代語の研究

一明治初期における漢語の研究一

A　目的・意義

　明治初期は，現代語の源流となった時代であり，H本の近代化が始まった

時代である。この近代化に伴い，H本語は大きく変化した。中でも，語彙の

変化がはげしく，それは漢語にもっとも著しく現れている。そこで，明治初

期の各種文献に現れた漢語の実態を調査し，現在の漢語と比較対照するgさ

らに，大正期にいたるまでの漢語の調査研究を継続することによって，明治

以降における漢語および漢宇表記の変遷の条件と方向とを見きわめ現代語成

立の歴史的背景を明らかにしょうとする。

B　担　　当　　者

飛田良文（室長），梶原滉太郎が共嗣して作業にあたり，中山典子がこれ

を助けた。なお，『安愚楽鍋用語索引2の作業には，斎賀秀夫（第三研究部

長）が参加した。

C　これまでの経過

　近代語研究室では，昭和3Q年度以降，明治初期の文献を資料とした語彙調

査を継続して行い，その成果については，そのつど年報または報告書に癸表

してきた（鋒報37’）20およびr明治初期の薪聞の用語£＜報告15＞参照）。昭撫42

年度から「明治初期における漢語の研究」に着手し，明治初期漢語辞書8種

の総索引を作成し，本年度には『安愚楽鍋用語索引』（資料集9）を刊行した

（年報21～24参照）。現在，『欧州奇事花梛春話』と『通俗花柳春話』との調

査を行っている。
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D　本年度の作業

　本年度は，次の作業を行った。

（1）r花椰高話』の語彙表作成と三字漢語の分析

（2）丹羽純一郎訳踏塵動新品昌記』（明治11年）の用例カードの採集

（3）漢語研究のための著書・論文呂録の作成

（4）近代語研究資料の詞査

（5）窪安愚楽鍋用語索引退の刊行

（6）r国立国語研究所蔵・明治期国語資料目録」の作成と印刷

　その結果は，次のとおりである。

（1）r花榊叢話』の語彙表作成と三洋漢語の分析

　本年度も前年度に引き続いて，語彙表作成の作業を継続し，ルビのない語

の読み方を決める参考として，（2）の作業を行った。なお，三字漢語につ

いて，『欧州奇事花柳法言翻と薩俗花梛春話』との文体の比較を試みたの

で，その～部を報告する。

〔「一」を語頭に含む三字漢語〕

　漢文直訳体のr欧州奇事花梛春雪躍と和文体のr通俗花櫛春雪』とを比較

すると，「一」を語頭にもつ三宇漢語は，異なり語数で前者が97語，後者が

7語で，漢文直訳体の方が和文体より圧倒的に多い。

　そこで，異なり語の「一」を除いた部分が，人間に閣係のある語かどうか

で分類すると次のようになる。（　）内は延べ語数

《醐1；椅事花柳春器》

亙〔○十〇〇〕の語構成の揚合

　1．　人に関する三字漢語　　44　語

　くイチ～＞　44　一悪漢，一再兇，一i咳児，一魁首，一佳耀，一i華族，一一

下嫁（2），一鰹婦，一一議員（2），一貴族（2），一愚漢，一豪傑，一豪雄，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジー才子（3），一雨女，一士人，一一一・・秀才，一一一一・巡査，一小兜，一一少女（11），一

小莞，一少年（7），一情郎，一女子（6），一女見（3），一書生，一親友，
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一賎夫，一騒人，一村婦，一男子，一男兇，一一ts夫，一鄙女，一美女，一美

入（3），一尺夫（2），一婦人，一暴客，一密夫，一野夫，一老人，一老婆，

一老夫（4）

　＜イツ～＞　0

　2．人以外の三字漢語　　43　語

　〈イチ～＞　41　一会社，一雅地，一閑鏡，一奇：事，一羅亭，～客舎，一

巨魚，一国法，一社会，一小家（2），一商家，一少魚，「小匝，一小冊，

一小室，一一小卓，一小池，一小馬，一責任，一拙文，一荘園，一草屋，一大

屋，一大家，一大業，一大綱，一大国（2），一大：事，一大室，一大憂，一

段落，一電光，一田舎，一都府，一美屋，一曹力，一富家（3），一一一arT村，

一茅屋（3），一旅舎，一旅亭（2）

　＜イッー＞　2　一巨屋，一世界

∬〔oo＋o〕の語構成の場合

　1．人に関する三字漢語　　0　語

　2．入以外の三字漢語　　　10　語

　〈イチー＞　6　一時閥（2），～二目，一二里，一秒時（3），一葉舟，一両年

　くイッ”・’t＞　4　一室内（5），一周間（2），一週間（3），一生涯

《逓俗詑樗目春灯》

1．〔○＋○○〕の語構成の場合

　1．人に閲する三字漢語　　1　語

　〈イチ～＞　1　一一華族

　くイツ～＞　0

　2．　人以外の三山漢語　　2　語

　くイチ～＞　2　一大業，一大事

　くイツ～＞　O

H．〔○○十〇〕の語構成の揚合

　1．人に関する三字漢語　　0　語

　くイチ～＞　0
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＜イツ～＞　0

2．　人以外の三宇漢語　　4　語

　〈イチ’f》＞3一一日考…問，一二二冊，一二里

　くイツ～＞　　1　一週間

　すなわち，『欧州奇事花梛春話』では，〔○十〇〇〕とこ○○十〇〕とでは，

前者が圧倒的に多く，〔○十〇〇〕では，入と入以外の三字漢語がほぼ同数

であるのに，〔○○十〇〕では，入に関する三字漢語がみえない。

　賦通俗花柳春話』は，用例が少ないが，こ○十〇〇〕と〔○○十〇〕とが

ほぼ同数で，〔○〇＋○〕では，人に関する漢語がなく，「一二冊」「一二里」

の冊や里のように助数詞と，「一時間」「一週間」の闘のように，範囲を表わ

す接尾辞的漢語とがある。そして，「一」を切りはなすと意味をなさない。

　そこで，山州奇事花柳春話』と『通俗花柳春言躍とを比較すると，〔○○

　＋○〕では，人に関する漢語のない点で共通しているが，〔○＋○○〕の

　語構成では，文体による差が著しく，しかも，「一」を除いても独立しう

る漢語である。ここに漠文直訳体の「一」を語頭にもつ三字漢語の特色があ

る。

　そこで『欧州奇事花柳春謝の〔○十〇q〕の語構成をもつ三字漢語が

『通俗花柳三三』では，どのように表現されているか対比してみよう。

類型によって示すと次の通りである。

　A〔三字漢語一一和語〕
　　　　キンリン　　　　　　　　　ケンレン
　　　　近隣ノー下碑二轡懇シ　　（欧・2編134ぺ9）　　　　｛

　　　　きんりん　　はしだめ　　もひ　かけ
　　　　近隣の下主に思を懸て　　（通・2編138ぺ7）
　　　　　　　センフ　　　　ット　　　タフト　　　　　　 ネガ

　　　　僕今一二三タリ勉メテ貴カランヲ願フ　　（欧・3編89ぺ4）　　　　｛
　　　　やつがれいま　いやし　　　　　　つとめ　おふと　　　　　　　ねが

　　　　僕今ハ賎けれども勉て貴からんを瀬ひ　（通・3編113ぺ1）

　B〔三字漢語一漢語〕
　　　　　　ダルマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　トド

　　　　此時車ヲー客舎ノ門前二停ム　　（欧・2編85ぺ4）　　　　｛轍鱗。き鰐繭（通．、編，、ぺ、、）

　C〔三字漢言卜○○の○○〕
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　　罵；瀦三富罎緊1彌5：∴融）
　　　今や吾力身一書辞義ルニ非ス　　（欧・1編15ぺ4）　　｛
　　　いま　　　わがム　　　なみなみ　　　しょせぴ　　おな

　　　今戸膏血も一般の書生と同じからざるに　　（通・1編21ぺ1）

D〔三字漢語一一連体修飾語十被修飾語〕
　　　すヨ　　　　　　　　　　　　　　　ガ　タ

　　　凡ソ三里ニシテー園地アリ　　（欧・3編80ぺ3）　　　｛灘麟鰍伽編、。1ぺ、）

　　　　　　　　スクハ
　　　｛　　　偶マー少女二救レ　　（欧・5編56ぺ3）
　　　いのち　　あやう　　　　　　　あるおとめニ　ナくぱ

　　　生命の危窮かりしを或少女に救れて　　（通・4編180ぺ10）

E〔三宇品譜一一人名〕

　　｛　　　ベンタドアハー少年ト談話シ　　（欧・2編8ぺ9）

　　　　　　　　　　　　　　　かたり　　　ベンタドアハマルツラバースと語あひつs　　（通・1編121ぺ3）

F〔三字漢語一ナシ〕
　　　　　　イタ　ヒ
　　　｝小児ヲ抱テ立ツヲ看ル　　（欧・2編118ぺ8）　　｛

（2）丹羽純一郎訳『龍門薪繁昌記』（明治11年刊）のカード採集

　昨年度の近代語研究資料の調査において，米沢市立米沢図書館（興譲館文

庫）に，『龍動薪繁昌記』の囚編が発見されたので，照編のカード採集を行

った。（未完了）

（3）漢語研究のための著書屠録の作成

　前年度に引き続き，新しく気付いたものを補充した。

（4）近代語研究資料の調査

　本年度は，鹿児島大学付属図書館玉墨文庫の洋学関係資料の調査（ショメ

ルの『厚：生新論』57巻・馬場貞由・宇田廻玄真訳，『諺厄利亜語林大成』15

巻・本木正栄無点など）を行った。この調査では，蓑手重鋼氏（鹿児島大学

教育学部教授），伊牟閏経久氏（嗣助教授），曲松良雄氏（付属図書館事務

長），徳国歳歳（付属図書館運用係長），田中辰雄氏（付属図書館管理係長），

大保ゆかり氏（同図書館）のお偉跡になった。

（5）『年盛楽鍋用語索引』の刊行
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　用語索引刊行にあたっては，影印の底本を決定するため諸本の調査を行い

国立国会図書館本を底本とした。調査した諸本は，次の通りである。

　1．　国立国会図書館蔵本　初編　二編上下　三編上下　　（金揃）

　2。　国立国語研究所明治文庫判本　初編

　3．国立国語研究所近代語研究室蔵本　二編上下

　4．：東京都立貝比谷図書館蔵本　初編

　5．東京都立日比谷図書館平野文庫蔵本　二編上

　6．　H本近代文学館蔵本　初編　二編上　三編上

　7．東北大学け属図＝書館狩野文塵蔵本　初編　二編上下　三編上下（金釧）

　8．京都大学付属図書館吉沢文庫蔵本　初編　二編上　三編上下

　9．京都大学文学部文学科閲覧撃茎原文庫蔵本　二編上下　三編上

　10．国学院大学付属図書館蔵本　初編　二編上下　三編上下（全揃，とP

　　　そろえ本）

　11．卑称女子大学近代文庫蔵本　初編　二二上下　三編上下（金揃，とり

　　　そろえ本）

　12．本間久雄氏所蔵本　初編　二編上下　三編上下（全揃）

　13．広繊栄太郎氏所蔵本　初編（二種）　二丁上下　三編上下　　（全揃，

　　　とりそろえ本）

　14．飛騨良文蔵本　初編

　15．東京大学文学部国語研究室蔵本　　（r滑稽残菜嚢』11冊揃）

　16．山田忠雄氏所蔵本　（『滑稽残響嚢』のうち『安愚潮解』5冊）

　諸本の調査に関しては，鞍愚母鍋』原本の閲覧を許可された各図書館7

および所蔵者に厚く御礼申し上げるとともに，原本の所在や，原本の書誌に

ついて御教示下さった下記の方々に，心から感謝の意を表する。

　池上築造氏（大阪大学教授），加藤彰彦氏（実践女子大短期大学教授），金：

醐弘氏（国学院大学教授），倉和男氏（H本近代文学館），見坊豪紀氏，佐藤

：喜代治氏（東北大学教授），竹内隆恭氏（京都大学付属図書館），橋本良治氏

（国立国会図書館），畑有三氏（共立女子大学助教授），蜂谷清人氏（共立女子
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大学教授），林巨樹氏（青山学院大学教授），原碑親貞氏（文部省主任教科書

調査官），東由陽光氏（国学院大学付属図書館），広田栄太郎氏（大妻女子大

学教授），広庭基介氏（京都大学文学部文学科閲覧室），古田東朔氏（東：京大

学教授），本間久雄氏（早稲田大学名誉教授），前田窟誤氏（東北大学助教

授），前畑典弘氏（京都大学付属図書館），松井利彦氏（京都教育大学助教

授），松村明氏（東京大学教授），水川豊氏（国立国会図書館），森岡建二氏

（上智大学教授），安田尚道氏（東京大学助手），山田巌氏（駒沢大学教授），

山辺忠雄氏，山本正秀氏（専修大学教授），吉田澄夫氏（武蔵野女子学院大

学教授），渡辺実勢（京都大学教授）　〈五十音順〉

　最後に国立国会図書館には，原本の複製を許可され，種々の御配慮をいた

だいたことに謝意を表したい。

（6）国立國語研究所蔵・明治期国語資料翼録の作成と印刷

　本年度は，国立国語研究所蔵の明治期国語資料のうち，明治文庫および，

近代語研究室所蔵の明治期国語資料の昌録を作成し印朝した。屠録は五十音

順とし，著訳者名索引をつけた。

　なお，明治文庫墨引にぬけている逐次刊行物については，大浪由紀夫（国

：立国語研究所図書館）の協力により，逐次刊行物明治期目録を作成し，付載

した。明治文庫筆録の作成は，飛田の指示により，おもに中山典子が担当し

た。

E　今後の予定

来年度は本年度の作業を継続し下記の作業を行う予定である。

（1）『欧州奇事花柳野獣3ならびに『通俗花榔春野2の自立語索引の作成

と分析

（2）漢語に関する著書・論文揖録の作成

（3）近代語資料の文献調査

（4）明治期国語資料目録の作成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飛　随）
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電子計算機による言語処理に関する基礎的研究

A　目的・意i義

　電子計算機を使って，日本語のデータを処理しようとすると，ことばや文

字を扱わせる上で，解決すべきさまざまな問題が生じてくる。たとえば，N

本語の活用現象の処理や，漢字の処理などは，その例である。また，電子計

算機の高速性と大量処理の能力を利用して，日本語の諸性格を研究すると，

従来の研究方法では，とらえられなかった研究課題が浮かびあがってくる。

文字連続や音素連続の研究，語句の相互連続の研究，あるいは，用語の自動

検索に基づく語彙や文法，文体等の研究などは，その例であり，国語研究に

おける電子計算機の利用価値は，今後，ますます，高まってくることが予想

される。しかし，上記のような問題を解決したり，課題を研究したりするた

めには，多くの基礎的な調査と方法論の確立が，まず必要である。

　この研究の当面の目的は，こうした問題を研究していくための，基礎的な

研究資料を作成し，それに基づいて，H本語の電子計算機処理の基礎理論（ア

ルゴリズム）を検討するところにある。したがって，その成果は，国語資料

の機械処理に理論的根拠を与え，各種の言語情報処理の進展にも役立つもの

となろう。

B　相　当　者

　この研究は，第一資料研究室の照中章夫（室長，昭48，7。1より外国出張）

・中野洋。編岡昭夫が担当し，言語計量調査室の石綿敏雄（室長，昭48．3．27

より外国出張）・斎藤秀紀・村木新次郎・米田正人の協力のもとに進められ

た。また，両研究室の堀江久美子・岡田敏子・竹内純子が研究作業を助けた。
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C　これまでの研究経過

　電子計算機の導入以来，大量語彙調査の調査方式の検討・調査システムの

開発のほか，r言語単位の自動分割1「書意データの機械処理法」「構文解析

の自動化」「文宇の連続確率（エントロピー）」「用語検索システムの開発」

’r書恩情呼処理のための言語分析」などの研究を行い，その成果は，f電子

計算機による国語研究』（報告31）並びに，『電子計算機による国語研究豆・

皿・IV・V』（報告34・39・46・49）に公表してきた。また，その途中経過や

中間結果は，部内報告『LDP』に随時発表している。

　以上のほか，昭和47年度には，文部省の科学研究費補助金（試験研究費）に

よる「電子計算機による総合語彙表作成のための基礎的研究（研究代表者・岩

淵悦太郎）」として，既製の用語索引12種および分類語彙表の入カデータの作

成を行い，近世の言語資料2作贔（蜜浮世風呂』r心中天網島のの文脈つき用

語索引を作成した。

D　本年度の研究

　前年度に引き続いて，用語検索システムの開発と，それに基づく各種の研

究を行った。

　まず，用語検索システムについては，プログラムのメインルーチンをほぼ

完成した。出カブmグラムとして，漢字ラインプリンタ用編集・出カプログ

ラムを作成した。これは，今後，H本語の大量データの出力は漢字ラインプ

リンタによると思われるが，その点でも重要な実験である。本システムを用

いて，森丁壮の作品『寒山捨得』の漢字かなまじり文用語索引を作成した。

　また，検索結果の分析，および，データを利用した実験を試みたものには，

「目本語文の合成・解析」の研究で，「句のエントロピーに基づく構文合成」

〈国中章夫）「電子計算機による代表構文合成の試み」（露岡昭夫），「自動構

文解析の構想」（中野洋）の研究がともに公表された。また，動詞の分析を

・中心に，「抽象的関係を意味する動詞の用法」「動詞を中心とした語彙の分
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類」「自然現象を意味する動詞の用法」（以上，石綿敏雄）「動詞の結合価そ

の1一辞書と覚え書き」（村木新次郎）が公表された。’

　「語構造の研究」には，「否定の接頭語『無。不・未・非』の用法」「三宇

漢語の構造」（以上野村稚昭）（第三資料研究室）が公表された。

　「エントロピe　・・一の研究」には，「現代H本語における音素連続の実態」の

品詞の分析が行われた（中野洋担当）。

　以上のほか，新聞語彙調査の分析として，「新聞の晃出しとリード文の構造

について」（斎藤秀紀）があり，需語の閉しい統計処理を目指すヂ文長と標本

調査1（米田正入）がある。また，年年蓄積されるデータの管理についズの研

究に，「データ管理のこと」（土屋僑一〈第三資料研究室〉）「言語データにお

けるデータベースの考え」（中野洋）があり，今後，重要な問題となろう。

　また，電子計算機の端末機器の開発により，薪しい言語データ処理システ

ムが可能になった。「漢宇プリンターを使用したターンアラウンドシステム」

（斎藤秀紀）の研究はその一一つの例である。　　　　　　　　｝

　これらの調査研究は，いずれも，1973年度中に公刊された『電子計算機に

よる国語研究（W）』（報告51），鐸ことばの研究4』（論集4）および『ことば

の研究譲（論集5）に発表されたほか，経過報告・中間結果は，部内資料ilL

DP・12・13』に収められてV’る。

E　今後の予定

　用語語検索システムは一応の完成をみた。来年度はシソーラスを用いた検

索，文節単位，句単位，文単位での検索ができるように，システムを改良し

ていく予定である。また，検索結果を用いて，語句や文の構造についての研

究を進める。

　また，来年度は新しい用語調査の発足に伴い，これまでの成果をふまえた

新システムの開発研究が行われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中　野）
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漱石・鴎外の用語の研究

A　　目的　・意義

　この研究は，電子計算機を使用した「索引作成と用語検索の処理システム1

により，夏目漱石・森鴎外の用語を分析するものである。しかし，当面は言

語情報（索引ファイル）の蓄積と，処理システムの改良・拡張とが中心とな

る。　・

B　担　　当　　者

　この研究は，第一資料研究室の田中章夫（室長，48．7．1より外羅出張）・

中野洋・無熱昭夫が担当し，言語計量調査室の石綿敏雄（室長，48．3．27よ

り外国出張）・斎藤秀紀・村木新次郎・米閏正人の協力のもとに進められた。

また，両研究室の堀江久美子・岡田敏子・竹内純子がこの研究を助けた。

C　これまでの研究経過

　46年度までに開発された，KWICシステム（第一システム）を使用して，

漱石の『三四郎』鴎外の鵬瀬船』の索引作成のオペレートを実施し，索引

ファイル（磁気テープ）を作成した。また，これらについては全文かたかな

のKWIC索引を作成した。さらに，漱石の『硝子戸の中』r行人9のプレ

エデイツト（単位切り・読みがな付け）を終了，索引作成のオペレートを開

始した。

　一方，前年度には漢字かなまじりの索引作成システム（第ニシステム）が

動き始め，鴎外の『雁』『山椒大夫』，漱石のil坊っちゃん誰のプレエディッ

ト（単位切り・読みがな付け・付加情報付け）を終え，漢字テレタイプ入力

を開始した。
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D　本年度の研究

　本年度は，前年度までに完成した，二つの索引作成システムの改良を進め

ながら，索引ファイル作成を進めた。

　鴎外の『雁』『山梅大炎』，漱石の『坊っちゃん』の索引作成のオペレート

を開始した。また，『雁』と，前年度に処理した『寒出拾得』の二作晶に関

しS単位KWIC索引を完成させ，昭和情報機器の漢字プリンター　S　5300を

使用して出力した。また，漱石のr草枕譲のプレエディットを終了し漢テレ

入力を開始し，鴎外の長編／1・説『渋江抽斉』のプレエディツトを開始した。

これらは，いずれも第ニシステムを用いるものである。一方，第一システム

を利用して，漱石の『硝子戸の中』『行人灘のKWIC索引を完成させ，鴎

外の『青年』のプレエディツトと漢テレ入力を完了した。

　なお，今年度末に電子計算機が，H－3010型から新型のH－8250型に入れ

かえられ，プログラムの変換，開発が行われた。

E　今後の予定

　索引作成業務は今までに述べた11作贔で予定を終了する。それ以後の索引

作成に関しては現在検討中である。

　索引作成システムに関しては，電子計算機による自動処理一貫システムを

開発する。これは，現在手作業に頼っている「よみがな」「語種」r品詞Jr活

用」などの諸情報を全て電子計算機に行わせることである。また，将来にお

いては単切りも自動処理で行うようにする。それにより漢テレ入力は原文だ

けにすることができるわけである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鶴　岡）
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社会構造と言語の関係についての基礎的研究

A　目的・意義

　書語あるいは書語生活は，社会生活およびそれを規定している社会構造と

密接な関係を持っている。その関係を明らかにするための基礎的準備的研：究

を行おうとするものである。

　比較的単純な構造を持つと思われる農村について，共通語生活と方言生活

との交渉・接触の面を重視しつつ，言語およびその用法（の変動）と社会構

造および社会生活（の変動）との関係を明らかにすることを冨ざしている。

　中心の調査地点としては福島県伊達郡保原晦地区および福島市郊外の茂庭

地区を選んだ。

B　担　　当　　者

　飯豊毅一（室長，音韻・文法を中心に言語および言語使用の齎），渡辺友

左（語彙および社会構造，ならびに両者の関連の面）が担当L，角国令子が

作業を助けた。

C　これまでの経過

　昭和40年度に始めたこの調査は，昭和46年度までに次のようなことを行っ

た。

1　言語および言語使用の調査

　（1）音韻・文法の方言体系の概略の調査と一部の語彙体系の調査

　（2）録音資料による実態調査

く3｝言語使用の意識に関する調査（面接調査およびアンケート調査）

（4）各種場面における言語使用の変容についての調査

2　社会構造と言語使用の関係についての調査
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｛1）縫会構造の調査

②　桂会構造と語彙およびその用法の構造との関連の調査

昭和47年度は，もっぱらこれらの調査の整理を行った。

D　本年度の作業

　本年度は面接調査について，最終的な分析を進め，これをまとめて，国立

国語研究所報告53『書語使用の変遷一福島県北部地域の調査一』（報告53）

を刊行した。また昭和49年1月26日，国立国語研究所研究発表会（於岩波ホ

ール）で，下記の題でその一一部を報告した。飯豊毅一「地域社会と言語のう

つりかわり」。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飯　豊）
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各地方言親族語彙の言語社会学的研究

A　露的・意義

　次の目的のもとに，わが国各地方言の親族語彙の収集と記述的研究を進め

る。

　（1）日本語の親族語彙に関する金国方言辞典または資料集を編集刊行する。

　②　方書親族語彙の面体的構造，個々の親族語の意味用法や親族呼称の構

造等がどのような日本的特質をもっているかを明らかにする。あわせてそれ

らの畳語的特質が親族面識を含む日本社会の特質とどのようにかかわり合っ

ているかを明らかにする。

B　担　　当　　者

第二資料研究室の渡辺友左が担当した。

C　本年度の経過

　この研：究は，第二資料研究室が昭和40年度からとりくんできた研究課題

「社会構造と言語の関係についての基礎的研究」で渡辺が分担した課題の一

部を発展させたものである。4年計画で，本年度はその初年度にあたる。

　本年度の研究は，次の二つを平行して実施した。

　（1）臨地調査一東北・関東・甲信・北陸・東海・近畿・中国・四国・九

州・沖縄の10ブロックについて，4年間に，各1～2地点，金体で15地点程

度の臨地調査をすることを則票に，本年度は次の2地点の調査をした。

　　　島根県隠岐郡西ノ島町　　　千葉県長生郡一宮町

　②　文献調査一全国各地の方言集・方言辞典・民俗誌・村落調査報告＝書

その他の文献から方言の親族語とその意味用法に関する記述の部分をカード

に遂一転写採集した。約3千枚。「社会構造と言語の関係についての基礎的
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研究」で昭和46・47年度に収集したカード約1万4千枚と合わせて，その分

類整理にあたった。

　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　臨地調査および文献調査は，次年度以降も継続して実施していく予定であ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡　辺）
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現代語の表記法に関する研究

一新聞語彙調査に伴う漢字および表記の研究一

　　　　　　　　　　　　A　目的・意義

　国語の正書法を確立する上に役立つ基礎資料を得るために，国語の文宇・

表記法に関する諸問題を調査・研究する。

B　担　　当　　者

調査研究の担当者は，土屋信一（室長）。野村雅昭であり7宮閏僑子（49．

2　5退職）・武閏道子・白木千夏が作業を助けた。

　　　　　　　　　　　　cこれま℃の経過

　これは，第一資料研究室と言語計量調査室が進めてきた電子計算機による

薪蘭の語彙調査によって作成されたデータに，機械および人手による処理を

施し，各種漢字表，語表記表を作成し，その分析，記述を行うものである。

研究は漢宇と表記の二面から進めており，前者は野村が，後者は土屋が分担

している。漢字に関する研究では，これまでに金体の3分の1のデータ量に

当たる「1紙1年分」の層別漢字表と，1紙朝刊前半分長単位用語例表とを

作成し，前者をもとに，中間集計の結果を，『現代新聞の漢字調査（中間報

告）』（資料集8）として刊行した。さらに，3紙1年分の全データから用語

例台帳を作成し，それを短単位に分割し，語種の判定，読みがなつけなどを

行ったのちカード化し，五十音順に配列し，漢字表謡吾台緩を作成した。ま

た，表記に関する研究は，短単位語表記一覧表の作成を目ざし，長単位デー

タおよび原文データを整えた段階で中断し，もう一方で進めていた長単位デ

ータから，かな表記語一覧表を作成することに主力を注ぐことにした。これ

は，漢宇に関する研究の漢字表記語台帳と対をなすものである。
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　また，これまでの分析の結果や調査の進め方について，r電子計算機によ

る国語研究H・IH・1▽・V』（報告34・39・46・49）『国研：LDP』などに癸衰

した。

D　本年度の作業

1　漢字に関する研究

　（1｝漢字表台帳の作成

　前年度に作成した，漢字表記語台帳をもとに，漢宇表台帳を作成するため

の作業を行った。漢宇表台帳とは，データに出現した単位語の表記要素とな

っている，おのおのの漢字について，各種の情報を記入したカードを作成し，

それを分類・整理して，各漢掌ごとに，音訓・用法別に用語例・表記形，層

別度数などを寵入したものである。この台帳をもとに，漢宇に関するデータ

を計算機に入力し，処理することによって，各種の漢字表の作成が可能になる。

　本年度に行った，漢字表台帳作成のための作業の内容は，以下のとおりで

ある。

　　（i）漢字表記語台帳から，表記語形中の各漢字ごとに，それを見出しと

　　　　した漢字カードを作成する。（終了）

　　｛iil漢字カードに，音訓・用法・排列コードなどの情報を記入する。

　　　　（終了）

　　圃　漢字カードを，俳列ニードほかの情報によって，分類・整理する。

　　　　（終了）

　　囲一定の順序に排列された漢字カードの内容を，台帳に転記する。

　　　　（継続）

　上記〔ii｝のうち，用法に関する情報とは，次のようなものである。

　　○藷の種別に関するもの…人名・地名・数詞など

　　○語の構成に関するもの…自立形・結合形・接辞など

　　○語の表記に関するもの…借掌・熟字訓など

　以上の作業によって，データ全体に出現した漢字の回数は，異なりで，約

　　　　　　　　　　　　　　一49一



3200，延べで，約100万と推定される。

　（2）新聞使用漢字の分析

　漢宇によって表記される書語単位が，新聞に出現した単位語の申で，どの

ような順序で結合しているか，また，その結合にはどのような意殊的関係が

見られるかということを調べるために，本年度は，三字漢語を抽出して，そ

の分析を行った。その方法としては，三字漢語を二宇漢語（主語基）と一字

漢語（副語録）に分け，それぞれの構文上の形態，性質によって分類し，そ

の結合パターン・結合関係について記述した。その詳細については，下記の

論文に発表した。

　野村雅昭「三宇漢語の構造」（『電子計算機による国語研究VI』＜報告51＞所収）

2表記に関する概究

　表記に関する研究は，主として語表記の研究に目標を置いている。そのた

めには短単位語表記一覧表を作成する必要がある。当初は短単位語彙表に長

単位の用例および出典・屡別情報を付加したものを電子計算機によって作成

・印字する計画であったが，年度内に短単位表が作成される見通しがないた

め，この方式は中断した。（今後，短単位表が作成されてから作業が進めら

れるように，必要なデータはH－8250計算機用テープにコード●コンバート

をして保存した。）代わって，これまで並行して作成していた，長単位かな

表記語台帳の長単位データに手を加えて，短単位かな表記語一覧表を作成す

ることにした。作業は，漢字の全体用語例台帳から漢掌を含んだかな表記語

を取り帰して，調査単位を整え，岡表記異異の判別をし，カード化する作業

と，語彙調査の3紙1年分の長単位データ・ファイルから，漢宇を含まない

長単位かな表記語を取り出して，かな表記語用例台帳を作成し，それに手を

加えてカード化する作業，さらにそれらをまとめて一覧表を作成する作業よ

りなっている。本年度は，漢宇を含むかな表記語のカード化は終了し，かな

表記語用例台帳の作成・印字を終え，単位切り・岡表記華語の判別の申間段

階まで到達した。この作業に際して，前年度に作成した，任意の長単位語を

文脈付きで漢字テレタイプで打ち出すKWΣCシステムを利用し，延べ約一
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万語の長単位語につき文脈付きの用例を印字し，同衰記異語の判別に役立て

た。

E　今後の予定

！　漢字に関する研究

　漢字表台帳を完成し，それをもとに，漢字についての入力データを作成し，

電子計算機に入力する。そして，それを処理して，数種の度数表を出力する。

さらに，それらをもとに作表・分析・執筆を行い，報告書用原稿を作成する。

2　表記に関する研究

　49年度は，かな表記語一覧表を完成させ，引き続き，かたかな書き語・ひ

らがな書き語・まぜ書き語などの記述と分析に進む予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ニヒ屋）
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電子計算機による語彙調査

　一新聞を資料とする一

A　　目 的

　現代語の語彙の実態調査を，カードによる人為作業から，電子計算機によ

る機械処理に移して，データの処理量をふやし，語彙調査を，今目的課題の

調査古血として実あらしめようとする。現代の新聞から，300万語の標本を

取り語彙の実態を明らかにする。

　　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　言語計量調査室の石綿敏雄（室長よ48，3，27より外国出張），斎藤秀紀，村

木新次郎，米照正入および第一資料研：究室の照顧章夫（室長，48，7，1より外

国出張）・中野洋・霧岡昭夫がこれに当たり，両研究室の堀江久美子・小高

京子・沢村都喜江・下山いくよ・竹内純子・岡鴎敏子が研究作業を勘けた。

　　　　　　　　　　　C　これまでの経過

　昭和41年1月から12月までの薪聞3紙（朝目，毎日，読売）1年分を対象

とする語彙調査で，昭和41年より調査を開始した。調査の単位：には，長単位

と短単位の2種類を採用した。

　昭和44年度に全体の三分の一に当たる量についての語彙表を刊行45，46年

度にも，岡じデータから作成した別種の語彙表を刊行した。昭秘7年度には

全標本についての全語彙を含む（19万語の）語彙表を刊行した。

　　　　　　　　　　　D　本年度の研究作業

新閏用語について次のような分析を行った。

1．一部分について詞語異語の判別を行う。
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2．　音素連続の品詞別の分析

　3．動詞用法の記述

なお，薪聞用語調査は，本年度をもって一応完了とする。

（石綿）
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国語および国語問題に関する情報の収集・整理

　国語に関する学問の研究成果一般を知り，あわせて関係学界の動向や言語

および言語生活に関する世論の動きをとらえるために，前年度に引き続き，

本年度も，昭和48年1月から12月までに刊行された図書・雑誌・新聞につい

て，その期間内に発表された文献の調査を行った。これらの文献の伝録は，

その他の資料・情報とともに，当研究所編『国語年鑑』（野幌9年版）に掲載

されている。

　以下，文献を内容によって分類したうえ，冊数または点数を示し，大まか

な傾向を知る手がかりとする。（）内に前年の数を示し，今年の状況と比

較できるようにした。

　なお，外国発行の刊行図書・雑誌については，その採録範囲を日本語の研

究および日本語教育に関するものに限定した。

　以上の調査および国語年鑑編集の作業は，次のものが担当した。

　　　　伊藤菊子　　田原圭子　　中・曾根仁

1　刊行書の調査

　国語関係の刊行書について，書名・著（編）者名・発行所・発行年月・判

型・ページ数，ならびに内容を調べてカード化した。当研究所で入手できな

かったものについては，『納本週報』（国立国会図書館），その他の霞録から清

報を補い，総数72珊についての分類目録を作成した。

刊行書の分類とその勢門

　　　　テ蟹語（学）i

1国語lll［

匡・調

50　（24）

42　（31）

匿俵司
匿彙・鴨1

　　　　　　語彙・用語
6（　6）

　　　　　　人名・地名

　　一54一

16　（　7）

24　（10）

3（　4）



巨　法
蝉・文国

画・畏俗1

巨ば・灘

巨・・ニケーシ・ヨ

21　（　9）

6（　2）

83　（67）

5（4）

コミュニケーションー般（書

　語生活）　　　　　　　　　　　　　　21　（21）

言語技術（話し方・書き方）

　　　　　　　　　20　（14）

Eス・コ・一ニケーシ・ヨ

飾言醐副

匡轍司
　国語教育一般

学習指導

　ことばの指導

文墨教育

語彙・文法教育

　聞く・話す

　読む・読書指導

　書く・作文指導

文学教育

　古典教育

　漢文教育

特殊教育

　学力調査

　撰語教科書・その他

　幼児の言語発逮

匪語曙究と麺

6（　8）

5（2）

8（　5）

10　（18）

o（o）

3（O）

4（O）

o（　o）

14　（12）

10　（　6）

2（O）

O（3）

O（　1）

6（2）

2（　6）

10　（　4）

8（8）

9（　9）

匡語挙その蛋

匿典・用諜i

46　（80）

　辞典・用語集一般　　　　　1（0）

　劇画辞典　　　　　　　　　7（7）

　用語辞典・用語集　　　　24（32）

　特殊辞典　　　　　　　　14（15）

　索出1　　　　　　　　　　　　　　　　　18　（19）

1資　料i

　資料　　　　　　　　　　16（48）

　史料　　　　　　　　　　17（25）

　解題・属録　　　　　　　16（22）

年鑑　　　　　　　　11（11）

　　　　　　　言一i－　564　（542）　冊

匪　補
　国語学その他

　国語史

立庸　　血ぜ欄
　HF●ua蔦貝

　文掌・表記

語彙・文法

　文章・文体

　方言・民俗

　ことばと機械

　　　　　　　　　10　（　8）

　　　　　　　　　6　（12）

　　　　　　　　　2（O）

　　　　　　　　　5（　2）

　　　　　　　　　4（5）

　　　　　　　　　3（　1）

　　　　　　　　　48　（38）

　　　　　　　　　1（　2）

コミュニケーション　　　10（2）

マス・コミュニケーション

　　　　　　　　　1（　2）
IN言著｝問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　（　　0）

国語教育　　　　　　　　　　　　　　16　（12）

罠本語の研究と教育　　　12（13）

雪語学その池　　　　　　19（6）

辞典・索引・資料　　　　20（100）

総計722（746）冊
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豆　雑誌論文の調査

　当研究所購入の諸雑誌，ならびに寄贈された大学や学会・研究所などの刊

行物から，関係論文・記事を調査し，題露・筆者名・誌名・巻号数・発行年

月およびページ数などを記載したカーFを作り，分類別カード目録を作成し

た。当研究所で入手できなかったものについては雛誌記事索引』（国立國会

図書館）の入文・社会編，『LLBA』（Language　and　Language　Behavior

Abstracts），その他の目録類からできる限り情報を補った。採録した論文・

記事の総数は，2，924点に達した。（連載物については，各鳳ごとに1点と数

えることはせず，その題目について1点と数えた。）

9　一般刊行雑誌，および大学・研究所等の紀要・報告漿の種別数（謬録から採録し

　た分は含まない。）

　a　一一般刊行雑誌（学会誌を含む）……350（351）種

国語・国文・言語ほか

方言・民俗

国語問題

国語教育

欝血語教育

マス・コミ関係

外国語

133　（122）

　15　（14）

　9（　5）

　23　（27）

　3（　2）

　12　（12）

　10　（13）

週刊誌・総合誌

文芸・詩歌・芸能

その他（教育・社会学・

　　心理学ほか）

臨時に入った雑誌

外圃誌

1（　1）

6（　5）

73　（80）

15　（21）

50　（49）

b　大学・研究所等の紀要・報告類……256（253）種

2　論文・記事の分額とその点数

厘訓学）｛

　國語（学）一般

　時評・随筆

厘亙璽
　国語史一般

　訓点資料関係

塵・音副

145（219）

78　（63）

56　（34）

10　（　5）

　音声・音韻～般

　史的研究

　アクセント・

　　イントネーション

匿・表記i

　文宇・表証一般

　文字・字体’

　表記
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睡・騰1
語彙・用語一一般

古語

現代語

密語・流行語

外来語

入名・地名（命名）

辞書・索引

文
墨
｝

116（50）

36　（41）

24　（18）

2（　2）

4（2）

13　（18）

26　（34）

文法上の諸問題（現代語法）

　　　　　　　　　　　53　（44）

史的研究　　　　　　　44（32）

敬語法　　　　　　　　　　9（26）

巨章・文体1

　文章・表現一般

　史的研究

駆の活画

　注釈一般

　上書

　中古

　中世

　近世以降

二言・民俗1

　方言一般

　各地の方言

　　東部

　　西部

　　九州・沖縄

　民俗

1・・ぱ・画

　言語情報処理

　研究用機器

35　（32）

43　（49）

2（　6）

6　（16）

17　（　9）

4（　5）

9　（12）

38　（19）

54　（20）

25　（19）

31　（24）

4　（13）

20　（．43）

3　（i9）

匡・・ケーシ・ヨ

コミュニケーションー一般

言語生活

言語活動

　言語活動一般

　書く・読む

　話す・聞く

69　（31）

71　（81）

O　（11）

38　（19）

10　（　3）

1マス・・…ケーシ・ン1

一般的閥題

帯磁

放送

広告・豊伝

印劉・Mi版

｝国舗到

国語問題一般

6（　7）

9．　（　9）

52　（50）

9（　1）

22　（　O）

64（102）

＜うち，音訓・送りがな改定

　に関する意見等　13（37）〉

表記法

育晶晶国
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国言吾教育一病愛

国語教育史

学習指導

ことばの指導

文字・表記教育

語彙教育

文法教育

聞く・話す

読む・書く

　読む・書く一般

　読解指導

　読書無二

　作文指導

文学教育

古典教育

19　（20）

127　（92）

　9　（10）

45　（44）

20　（18）

19　（42）

10　（　1）

18　（ll）

21　（　2）

13　（12）

21　（50）

39　（46）

59　（60）

18　（　4）

三2（3）



漢文教育

特殊教育

学力評価

国語教科書・教材研究

幼児の言語発達

1躰語の研究・鞘

9　（19）

17　（17）

2（　7）

44　（50）

30　（20）

93　（74）

諦（学）1

　言語一一般

　意隊

　比較研究

　翻訳の問題

　外国語研究

　外蟹語教育（学習）

　各蟹の言語問題（教育）

　言語障害研究

1資　料i

　資料一般

　国語資料

、翼刻

1書評・紹介｝

　世語（学）その他

　音声・音韻

　文宇・表記

　語彙・用語

　文法

　文章・文体

　方言・丁丁

）
）
）
）
）
）
）
）

1
6
4
0
7
4
3
8

7
　

1
2
　
2
2
1

1
（
（
（
（
（
（
（

（

4
4
4
8
9
4
6
8

り
D
　

1
4
　3
2
∩
δ

1

）
）
）
）

7
7
4
6

　
1
2

（
（
（
（

）
）
）
）
）
）
）

8
Q
げ
Q
り
3
Q
》
2
3

1
　
　
　1

（
（
（
（
（
（
（

6
1
2
2
5
1
0
　
　
1
8
3
0
2
0
9
1
6
　
　
皿

ことばと機械　　　　　　1（3）

コミュニケーション　　　1（6）

マス・コミュニケーション

　　　　　　　　　　　O（　1）

国語問題　　　　　　　　2（1）

国語教育　　　　　　　　　　　　　　　14　（19）

H本語の研＝究と教育　　　6（2）

言語（学）その他　　　　34（32）

　　　　　言十　　2，497　（2，345）　，三

遷

一

補1

国語（学）その他

国語史

音声・音韻

文字・表記

語彙・用語

文法

文章・文体

古典の注釈

方書・響町

ことばと機械

コミュニケーション

マス・コミュニケーション

国語問題

国語教育

日本語の研究とi教育

言語（学）その他

資料

書評・紹介

　　　　総計　　2，924　（2，815）　，崇ミ

36　（54）

24　（15）

12　（21）

15　（　8）

36　（38）

29　（37）

14　（38）

　5　（20）

63　（29）

　2（　1）

11　（　8）

　1（　O）

　4（　8）

29　（68）

　1（　6）

118　（95）

　9　（14）

18　（10）

　　　　　　　　　　　　　　　新聞記事の調査

　下記の諸新聞から，関係記事を切り抜いた。各月ごとに整理ら製本し，資

料として保存し，閲覧に供している。
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切り抜き点数は1，　867点で，その内訳は次のとおりである。

1　斬聞の種類と切り抜き点数

匠夕聖画

朝日

毎費

読売

（大阪）＊

東京

サンケイ

日本経済

北海道

213　（299）

160　（324）

158　（464）

（　1）　（　2）

117　（259）

116　（481）

83（ユ47）

110　（107）

　Pt　fi本

i週刊・その画

　H本読書新聞

　週刊読書人

　図書薪闇

　薪聞協会報

　教育学術新聞

　その他

111　（127）

30　（28）

55　（48）

34　（49）

61　（49）

13　（14）

48　（41）

計　　1，867　（2，442）　，崇ミ

＊（大阪）は，大阪版であって，山田房一氏から送られたものである。

2　月別の切り抜き点数

　1月　　151　（220）

　4月　　191　（214）

　7月　123（214）

10月　　184　（177）

3　新聞記事の分類とその点数

i臨（学）噸i

韻音声音

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

汝　　劇
｝　　　　　　　　　　　1

　文宇・表記

　活字

語 彙

語彙一般

各種用語

新語・流行語・隠語

タ｝・蓬塁言吾・タト来言吾

辞書

問題語・命名

2月137（208）　　　　　　3月165（211）

5月　177（278）　　　　　　　　　6月　221（176）

8月157（199）　　　　　　9月125（173）

11月　111（257）　　　　　　　　12月　125（115）

178　（186）

　17　（28）

16　（24）

12　（　6）

39　（53）

20　（42）

60　（35）

29　（31）

40　（46）

69　（42）

人名・地名

妄 法

文 体

文体・表現

方 言

一59一

　方言一般

　方言と標準語

　各地の方言

匡討議
　言語生活一般

　ことばの問題

　ことばづかいの閥題

28　（298）

　O（　6）

41　（23）

27　（31）

7（　5）

22　（21）

64　（81）．

24　（54）

20　（　9）



　敬語の問題

匿諦動
　言語活動一般

　話すこと（聞くこと）

　書くこと（読むこと）

　読書

｝・・ば・麹

1国語圃
　国語問題一般

　表記の問題、

　　表記一般

　　当用漢字など

　　かなづかい

　　送りがな

　　かな書き

　横書き・縦書き

　　入浜・地名の表記

　外来語表記

　　m一マ字

厘語教司

国語教育一般

学習指導の問題

　学習指導一般

　話す（聞く）

25　（34）

11　（　9）

28　（38）

17　（20）

37　（29）

23　（25）

55　（72）

35　（34）

51　（45）

3　（10）

22　（48）

8（　1）

2（　3）

23　（18）

8　（10）

1（　2）

43　（74）

2（　8）

5（　2）

　読む（読書指導）

　書く（作文捲導）

文学・古典教育

特殊教育

視聴覚教育

学力テスト

幼児語教育

学語言

言語一般

外評語一般1

比較研究

翻訳の問題

外国語教育

外国語に関する紹分ほか

謎語の駿・教司

12　（28）

18　（　6）

2（　3）

28　（22）

9　（10）

2（　6）

23　（20）

58　（74）

32　（38）

25　（30）

36　（70）

60　（74）

39　（30）

68　（113）

Eス・…ニケーシ・ヨ

　マス・コミー一ee

　新聞

　放送

　宣伝・広告

　出版

心底・紹介璽

　44　（38）

　16　（17）

　32　（44）

45　（104）

　58　（50）

148　（162）

言十　　1，867　（2，442）　，点

　切り抜き点数は昨年よりも570点あまり少なかった（くわしくはr国語年鑑』

〈49年版〉に掲載）。これは，ことばに関する連載記事が例年に比して少なか

ったことが一因である。その一例を分類項目別ゐ「人名・地名」にみること

ができる。昨年は298点だったのカミ今年は28点と大幅｝こ減少している。昨年

は9月末まで『サンケイ』に東京の地名に関する記事が連載されていたため

である。その他，分類項目別では，きわだった特徴はみられなかったが，し

いてあげるとすれば，出版関係で，「文庫本ブーム」の指摘と用紙不足によ

　　　　　　　　　　　　　　　一60一



る不況ムードのことであろう。

　，月別の点数で6月の記事がきわだって多いのは，「当規漢字音調表」と「送

り仮名の付け方」が改定され，6月18日に内閣告示として示され，その関連

記事が各紙に掲載されたことによる。

〔付〕　所外からの質問について

昭和48年度に電話で受けた質問件数を示すと次のとおりである。

1計・ ・弱，月1，月
7月 8月
・月・卿坤2月 49焦1肩 2月 3月

｝769國・・88レ・団67巨・・国497・回58

　　　（鶴年度の質問数は732件であった）

　質問の内容は，例年どおり多方面にわたっていたが，件数の多かったもの

を示すと次のとおbである。

　羅宇用語について217件（用語一般72件，用具一般58件，同音語43件，類

義語15件）あり，例年どおり一番件数が多かった。聴音語の中では，異状唖

異常，実情・実状，作製・作成の使い分けに関してなどがめだっていた。

　漢字の読み132件（姓名に関して39件，重複〈ちょうふく・じゅうふく〉，

施行〈せこう・しこう〉のように両様の読みかたがあるものに関して17件な

どを含んでいる）。字体に関して56件，（吉・吉，記・しなど），送りがな49

件，かなづかい36件（うち10件は〈こんにちは〉に麗して），敬語の使いか

た29件，国語政策に関して25件。そのほか，研究所および研究所の刊行物に

ついての照会が56件あった。電話の質問のほかには，はがき・封書による質

問が18通（海外からの1通を含む），直接来所しての質間が10件ほどあった。

　以上の質問件数は，すべて質問の係を通ったもので，所員が直接佃入的に

受けた質問は含んでいない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国原，中曾根）
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科学研究費補助金による研究

　電子計算機IC　．：る総合語彙表作成のための基礎的研究（代表　岩淵悦太郎）

　（一般研究B）

＜研究目的＞

1　過去から現在に至るE本語の語誌がたどれるようにするための基礎作業

　として，代表的な古典作晶における単語の使用度数を記載した総合語彙表

　の磁気テープ台緩を，電子計算機によって作成する。

2　上記の総合語彙表の資料にした古典作品のいく？かについては，文脈つ

　きの用語索引を電子計算機によって作成し，印字する。

3　異なり約5000の漢字にっV・て総合漢字表台帳を作り，磁気テープに収め

　る。

＜実施の概要＞

1　前年度に引き続き，il万葉集』・『竹取物語患・げ枕草子£・『源氏物語』

　など概成の用語索引12種を収集し，まとめて，紙テープにパンチした。ま

　た，これと並行して，前年パンチした「分類語彙表」の紙テープの校正・

　再パンチを行った。人件費等の高騰から，後者は作業を終了したが，前者

　は一部を残した。

2　これまでに用語索引の作られていない文献の中から，『浮世床』『今昔物

　語集巻26』『同巻30』を取り上げ，約九万語のかたかな文脈付き用語総索

　引を作成・印字した。前年度作成した『浮世風呂』『心中天網島』の用語

　総索引と合わせて，古代末期から近世にわたる約十八万語の言語資料を磁

　気テープに蚊め，用語索引として印字することができた。

3　総合漢字表については，国立国語研究所でこれまで進めてきた用字用語

　調査の漢宇表の整理と統一を進めた。
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図書の収集と整理

　前年度にひきつづき，研究所の調査研究活動に必要な研究文献および言語

資料を収集，整理し，利用に供した。

　また，例年のとおり，各方面から多くの寄贈を受けた。寄贈者各位の御好

意に対して感謝する。

　昭和48年度に受け入れた図書および遂次刊行物の数は，次のとおりである。

図　書

　　　受　入……・…………・…・2，569冊

　　　　　　　　　購入　　　寄贈

　　　　和書1，505　255
　　　　’i羊　　書　　　　414　　　　　　　10

　　　　　言十　　　　1，919　　　　　　265

遂次刊行物（学術雑誌紀要，年報類）

　　　継続受入・………………・・…601種

　　購　石

和　　　54※

洋　　　38

計　　　92

寄　贈

　49ユ

　18

　509

製本雑誌

　286

　63

　349

計

545

56

601

その他

　36

　0

　36

　計

2，　082

　487

2，　569

※新聞（8種）を含む

　　　　　　　　（大塚）
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庶 務 報 止口

1　庁舎および経費

1　庁　舎

　所在　東京都北区西が丘3丁目9番14号

　敷　地

建　物

　　本館　鉄筋コンクジートニ階建

　　図書館　　鉄筋コンクジート平屋建書庫積層

　　電子計算機室　　鉄筋コンクリート平屋建
　　（昭和49年3月31費まで）

　　その他付属建物

　研究棟　　鉄筋コンフリート三階建

　　研究室

　　電子計算機室

　　実験室

　　機械室

　　　その他付属建物

　　　　計

2　経　i麹

　昭和48年度予算額

　　　　　　　　　　人件費

　　　　　　　　　　事業費

　　　　　　　　　　各所修繕

　昭和48年度文部省科学研究費補助金総額

　　　　　　　　　　一般研究費（B）

　　　　　　　　　　　　　一64一

（延）

（延）

（延）

（延）

10．　030m2
　，

1，　576m2

　213m2

　118m2

　570m2

3，　015m2

　872m2

　339m2

　384m2

　96m2
i．　324m2
，

5．　492m2
，

255，　083，　OOOR

160，780，000円

93，415，000円

　　888，000円

2，000，000円



一
り
4

定員

会長

狂

有光次郎

石井庄司

岩村　　忍

遠藤嘉基

尾高邦雄

佐伯梅友

田中千禾央

徳永康元

永井健三

福島慎太郎

頼　　惟勤

　　　翌

74名

　　　1
職　　員　氏

所　　長

部　　長井上

額　　長荻原

課　　長酒井

課長補fti国井

　　　　菊地

　　　　岡本

　　”　（C）

　　ti　（D）

評議員会（昭秘9年3月31H現在）

副会長（
（日召手049年3fヨ14日就｛壬）

組織と職員

紹織および職員（昭稲49年3月31H現在）

国立国語研究所

庶務部

　庶務課

　　　名

岩淵悦太郎

　　　繁

　　睦央

　　和朗

　　　貞

　　まち｝

，一　65　一

石井良助

江尻　　進

小州　芳男

小野吉郎

沢田　慶輔

千葉雄次郎

中村光夫

西尾　　実

久松潜一

備 考

500，000円

260，000円

）

48．4．1国立民族学研究資料館に転出

48．4i　1国立教育研究所から転入



会　計　課

　図　書　館

第一研究部

話しことば研究室

書きことば研究室

地方言語研究室

子
壷
雄
志
よ
仲
子
一
男
亨
郎
治
雄
子
夫
雄
雄
明
治
武
代
弥
夫
翠
賢
寛
一
誠
年

代
正
文
昌
と
佐
雅
弘
茂
　

太
権
忠
通
紀
菊
幸
　

正
尚
知
甲
骨
　

宗
　

亮

佐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
　
　
　
由
　
　
　
　
　
実

田
島
　

本
田
村
藤
　

田
木
藤
村
香
塚
浪
元
村
営
閏
部
　

尾
島
木
　

堂
藤
田
川

島
田
幸
由
金
中
加
南
岩
鈴
安
木
叩
大
大
野
上
中
高
神
林
西
宮
高
徳
本
佐
高
江

畏
佐
　
補
　
長
課
課

長
長

部
室

長室

長室
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48．4．1第一資料研i莞室から配置換

47，4．3－49．3．31外国巌（西ドイツ）

48．4ほ第一一資料研究室から配置換



第二研究部

　国語教育研究室

言語効果研究室

第三研究部

　近代語研究室

第四研究部

第一資料研究室

第二資料研究室

非常勤

長
長

部
室

非常勤

室　　長

長
長

部
室

部　　長

室　　長

室　　長

白沢　宏枝‘

W．A．グロ
　ータース

芦沢　　節

村石　昭三

根本今朝男

天野　　清

岩田　純一

川又瑠璃子

岡本　奎六

高橋　太郎

大久保　愛

鈴木三都代

出島　秀夫

飛田　良文

梶原鍵太郎

田原　圭子

中曾根　仁

伊藤　菊子

中山　典子

堀江よし子

林　　四郎

田中　章夫

中野　　宰

領岡　昭夫

岡田　敏子

飯豊　毅一一

渡辺　友左

：角田　令子
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49．1．31任期満了

｛珪1：1：翻黙翻出張（ソ連）

48．10．16採用

48．10．31任期満了

48．4．1採用

　48．　3．　27　’v49．　3．　31

　言語計量：調査室長事務代理
　48．　7．　1・一　50．　6．　30

　第一資料研究室長事務代理

48．7．1～50．6．30外国出張（オーストラ
リヤ）

48．4ユ言語計塗調査室より配置換



第三資料研究室

雷語計最調i査室

室　　長

窪　　長

土屋　信一

野村雅昭

二上　信子

武田　道子

白木　千夏

石綿　敏雄

斎藤　秀紀

村木三次郎

米田　正人

堀江久美子

小姦京子

沢村都喜江

下出いくよ

竹内　純子

49．2，5退職

48．4．1採用

48。3．27～49．3．31外国出張（フランス）

48．4．1（非）48．7．1採用

48．4．1採用

　　　　　　　　　　　　　　（非）は非常勤職員

　　　　　　Iv　研究発表会・研究報告会・研究集会

1　研究発表会「地域社会と言語」（来会者約150名）

　　日時　昭和49年1月26日（土）　午後1時30分～4時30分

　　揚所　岩波ホーール

　　　あいさつ　　　　　　　　　　　所長

　　地域社会と言語のうつりかわり　　第二資料研究室長

　　雷語データの新しい分析法　　　　地方言語研：究室員

2

　同一地点の継続研究　　　　　　　第一研究部長

　質疑応答　　　司会　　　　　　第四研究部長

研究報告会「鶴岡市における言語調査」（来会旧約100名）

日時　昭和49年2月7H（土）午後1時30分～4時

場所　鶴岡帯青年センター

　あいさつ　　　　　　　　・　　　鶴岡市教育長　　　富樫

　　　　　　　　　　　　一68一

岩淵悦太郎

飯豊　毅一

江翔　　清

野元　菊雄

林　　四郎

茂八



　　調査の概要　　　　　　　　　　　第一研究部長　　　野元　菊雄

　　20年問にどう変ったか　　　　　地方言語研究室員　江川　　清

　　方言と共通語教育　　　　　　　　第曖研究部長　　　林　　四郎

3　シンポジウム「発音指導の方法について」（出席者55名）

　　目時　昭禰49年2月27日（水）　午後1時～5時

　場所　：東北大学医学部艮陵会館

　　　　座長　上村　幸雄（国立国語研究所）

　発表　ろう児の段階的な発音発語指導の概略菊地勝（愛媛県立松山

　　　　　　ろう学校）

　　　　　口蓋裂児の段階指導について山村衛（宮城県仙台市立長町

　　　　　小学校）

　　　　方雷地帯における音声と文字の指導　駒木勝一（秋田県雄勝郡

　　　　　三梨小学校）

　　　　英語の発音指導における問題点　渡辺慎曙（宮城教育大学）

　　　　　V　外顛人研究員および内地留学生の受入れ

1　外圏人研究員

　　　　氏名・職員

　スタファン・ヤンソン

　　ストックフォルム大学
　　生（スウェーデン）

　ロルフ・リングレン

　　（スウェーデン）

　マーク・ブルネ

　　モナシュ大学生
　　（1一　一一ストラリヤ）

　イエンズ・リックマイ
　ヤー

　　ハンブルグ大学卒
　　（西ドイツ）

　　　　　　　　　　　　　研究題冒

　　　　　　　　　電子計算機による小本語文

　　　　　　　　　型の研究

　　　　　　　　　書語生活に関する研究

ストックフォルム大学生

　　　　　　　　　日本語の代名詞の研究

　　　　　　　　　H本語の教授に必要な文法

　　　　　　　　　上の問題をテーマとする研
　　　　　　　　　究

　　　　　　　　　　　一69一

　　研究期問

昭和48年10月1日から

昭和49年9月30Eまで

昭和48年10月1霞から

昭麹49年9月30日まで

昭和48年7月1日から

昭和49年1月20揖まで

昭和48年7月1貝から

昭和48年12月20臼まで



2　内地留学生

　　　氏名

　　村闘芳雄

児玉寿一

湯沢正範

注藤金作

長谷川勝彦

明星　貢

ユ973．　4．　4

　　　　13

　25

5．　7

6．　7－8

　8

　　　勤務職名

埼玉察比企郡吉見町

立東第二小学校教諭

松戸市山北部小学：校

無論

長野県上伊那郡箕輪

町立箕輪申学校教諭

佐倉市立俊倉第一小

学校教諭

名吉屋市立萩山中

学校教諭

新潟県加治中学校

教諭

　　　　VI　H

　研究題目

読みにおけるこ

とばのきまりの

指導

児童の意欲的な

読書の構えを育

てる指導

認織思考の展開

としての文章構

造の研究

主体的な読解・

読書をするには

どのようにした

ら効果的か

主体的な読みを

育てる読書捲導

読書捲導

　　　研究期間

昭和48年4月1日から

昭和49年3月3蝦まで

昭秘8年4月1日から

昭頼49年3月31日まで

昭和48年4月1日から

昭和49年3月31Hまで

昭和48年4月1日から

昭和49年3月31罠まで

昭和48年10月2日から

昭和48年11月29臼まで

昭和48年11，月12日から

昭和48年11月16爵まで

　　　　　　　　　　　記　　抄

ハン・ミエコ南カリホルニア大学教授来訪

第203園常置委員会ならびに繊話人研究所との合同会議

（東大医科学研）

ソーン・ツェフ　ソビエト科学アカデミー東洋研究所副所長来訪

第25圓文部省所轄ならびに国立大学附置研究所事務長会議総会世

話人会（A・A研）

第32回文部省所轄ならびに国立大学附置研究所長会議（大磯）

第25回文部省所轄ならびに国立大学附置研究所事務長会議（大磯）

　　　　　　　　一一　70　一



　8

　tt

　13

　14

　27

7．　9

　11

9．　29－30

11．　1・一　2

　14’v15

　16

　20－21

　　　　26

　　ユ2．5

　　　　20

1974．　1．26

　　　2．　7

　　　　20

　　　　ノノ

　25

3．11

　エ3

　14

　18

　20

文部省駈轄研究所長会議（大磯）

各省直轄研究所長連絡協議会（計量研究所）

文化庁附属機関庶務・会計部課長会議（臨立教育会館）

第82露国立国語研究所評議員会（如水会館）

各省薩轄研究所長会議（計量研究所）

第2回ブラジル日本語教師研修団来訪

エリノア．H，ジョーデンコネル大学言語学教授来訪

文部省所轄ならびに国立大学附置研究所長会議第3部会

（神戸大学経済経営研究所）

第24回文榔省FJf轄機関事務協議会（国立赤城青年の家）

文部省所轄研究所長会議（高エネルギー）

文部省齎轄研究所事務協議会（東文選）

第24回文部省所管研究藤第3部事務協議会（有馬）

地方研究員護国協議会（私学会館）

東洋研究言語学者アルバート氏来訪

創立記念薦

国立国語研究所研究発表会（岩波ホール）

国立国語研究所研究報告会（鶴周市）

長崎県教育センター指導主事篠崎久躬氏来訪

東独ライプチッヒ言語研究所長ボルフガング・トライシャー氏来

訪

聾児の平語蝦藻方法に関するシンポジウム（仙台）

文化庁附属機関長会議（文部省）

鰐山県教育センター指導主事　茅原栄二氏来訪

第83回国立人語研究所評議員会（如水会館）

附属機関会計前当課長会議（京都）

各省薩董：轄研究所長連糸各協議会負菩48年度定例総会　　（農林年金会食官）
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